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卒業生2人がGUのスペシャルムービーを共作　

三原 康裕×林 響太朗
企業の人事担当者・卒業生に聞く
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2020年度受賞ラッシュ特集
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受賞がもたらすものは何か、それをどう次につなげるか  
許 寧
20年大学院油画修了

魏 嘉
19年大学院油画修了

2020年度 受賞ラッシュ特集

『アートアワードトーキョー 丸の内2020』
20年大学院油画修了の許寧さんがグランプリを受賞

『FACE 2021』

世界中がコロナ禍に陥った2020年は、創造的な活動の機会や発表の場が制限されるなど、不安な１年となりました。
しかしその一方、学生や卒業生たちが、さまざまなジャンルで続 と々受賞するといううれしいニュースもありました。
この困難な状況で受けた評価を、どう次のステップにつなげていくのか。受賞者と教授らの声をお届けします。

全国の卒業修了制作展から新たな才能を発掘する
若手アーティストの登竜門
　全国の主要な美術大学･芸術大学･大学院18校の卒業修了制作展
に出展された全作品の中から優秀作品を発掘し、東京・丸の内界隈の
各会場に展示して審査を実施するもので、2007年から行われている｡
今年度は5,200点以上の作品の中から最終25作品にまで絞られた。
次世代を担う作家たちの清 し々い感性が評価される現代美術の展覧会。

多摩美で学んだすべてを凝縮させた作品
　はじめて横幅３ｍを超える大作に挑んだこの作品は、在学中に
学んだすべてを凝縮させた集大成の一作となりました。穂先の細い
面相筆で極細の線や面を描き、ドリッピングという手法で絵の具の
ハネ、かすれ、盛り上がりといった偶然性を共存させながら「命の
躍動感」を表現し、「巨大な四角い世界」と向き合いました。制作に
あたり、私は下描きをほとんどしません。その時々の感情の赴くま

ま、たとえ失敗をしても、消したり直したりすることもありません。
一瞬の筆の中にこそ「真実」があり、そのすべてに価値があると考え
ているからです。この作品は多摩美の「自由と意力」という理念を体
現したものであり、今回の受賞は先生方からのアドバイスや質の高
い授業から得られた貴重な経験がもたらしたものだと考えていま
す。学生の皆さんにも「自由と意力」を理念とする開かれた環境の中
で自律心を育み、のびのびとチャレンジしてほしいと思います。

自分の表現を探し、自信の持てる手法を確立したい
　本作は、コロナ禍の影響で半年ほど故郷の台湾に滞在してい
る間に訪ねた場所や食べたものをグラフィカルに配置した、滞
在記録のような作品です。作品名の『sweet potato』はサツマイ
モの形に似ている台湾島を表しています。生まれ育った土地を
再認識した絵画がどう評価されるのか不安でしたが、グランプリ
に選んでいただきとても励みになりました。自分の表現がまだ定
まっていないので、自信の持てる手法を確立したい。今後は中国
の山水画をモチーフにした制作をしてみたいと考えています。

　今回で9回目の開催となるSOMPO美術財団主催の公募コンクール。「年齢･所属を
問わず、真に力がある作品」を募集し、全国各地から幅広い年齢層の新進作家たちが
応募する。今年度は1,193名の応募があり、時代の感覚を鋭く捉え、国際的に通用す
る可能性を秘めた83点が入選した。海外コレクターからの関心も年々高まっている。

グランプリ受賞作品『sweet potato』 
余白の使い方と独自の色彩感覚が審査員に強い印象を与えた。

海外コレクターも注目する公募展
今年度は1,193名の新進作家が応募

優秀賞受賞作品『records』
町田帆実（19年大学院油画修了・油画副手）

今年度は魏さん、町田さんが受賞したほか、現役の学生や大学
院生、卒業生ら16名が入選した。受賞および入選作品は2月
13日から3月7日、SOMPO美術館で行われた「FACE展2021」
で展示された。

線的な要素と色彩的な要素とをフォーマルな観点からエレガントに組み合わせた画面の美しさや、緻密かつ繊細な感
覚で描かれていることなどが高い評価を受けた。

グランプリ受賞作品『Oil Painting in history--Freedom』 　2月10日、小山登美夫ギャラリーにて撮影

　多摩美の油画には、数々のアワードで多くの受賞者を輩出してきた歴史がありま
す。今回、コロナ禍の状況下においてもハイレベルな作品が多く出品され、たくさ
んの受賞作が生まれたことを誇りに思っています。本学の理念「自由と意力」が示す
通り、自らの意志で課題や研究制作に取り組み、意欲的に挑戦した結果の表れで

しょう。ファインアートの動向が変化する今、技術を超えたと
ころにある世界観や色彩感覚、物語性といった多角的な力量
が求められるようになりました。その中で世に出ていく作品に
は、社会に活力を与える力があると私は考えています。自分
を信じ、喜びをもって創作を続けてください。芸術を志す皆さ
んには、どんな時代でも困難に立ち向かい、作品を通して人々
に夢や希望を与えられる活動をしてもらいたいと期待します。木嶋 正吾 

油画教授

「自由と意力」を礎に、美術を通して社会に夢や希望を与える
先生から学生へ

19年大学院油画修了の魏嘉さんがグランプリを受賞
学生・卒業生 総勢18名が受賞・入選
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『令和２年度 
  五島記念文化賞』 

『第30回吉田秀和賞』 

12年大学院版画修了の庄司朝美さんが
美術新人賞を受賞

06年芸術学科卒業の
荒川徹さんが受賞

「これから一生何があっても描き続けるのだ」と意志を固めた
　今回の受賞により、今まで漠然と感じていた「これから一生何があっても描き続けるのだ」
という強い意志がはっきりと固まったように思います。また、海外での活動も視野に入れて
考えるようになりました。海外研修先をジョージア共和国に決めましたが、コロナ禍の影響
で渡航が延期となり、2022年の2月に出発予定です。まだ先は見通せませんが、今できる
ことを一つひとつ進めていこうと思っています。まずは海外研修の機会を存分に活用し、テー
マや表現方法を現地で深めていきたいと考えています。
　私個人の実感として、学生のうちは作品の完成度や世界観を作り上げることを目指すよ
り、たくさん実験し、遊び、興味の赴くままに貪欲に学ぶこと、それに尽きると思います。
４年間は長いようで何かを成すには短い時間です。自分でもよく分からないものを作ったり、
見たりして、いつか何かを成そうとする時のためのリソースを蓄えてほしいと思います。

庄司 朝美
12年大学院版画修了

荒川 徹
06年芸術学科卒業

美術新人賞受賞作品『19.2.5』 

2020年度 受賞ラッシュ特集

ミニマリズムを具体的に論じながら
「美術外」の思考と接続させた

　荒川徹の『ドナルド・ジャッド―風景とミニマリズム』には、芸術
論、評論として、論説に確実なシステムがあります。ミニマリズム
に関する著作が多数あるなか、本書はミニマリズムに徹し、論点
が展開していく上での標的（アーティスト、年代、場所）が具体的
に絞られている点が非常に良いと思いました。かつミニマリズム
を都市、建築、工業製品、人工的なランドスケープなど「美術外」
の思考と接続させて論じており、展開のヴァリエーションが豊か
で、文脈が開かれています。若手の論客として、近年の新しいメ
ディアを含む現代的な視点によって書かれており、何より読ませ
るということが印象に残っています。 

昨年10月に行われた「令和2年度 五島記念文化賞」贈呈式の様子。前列右から
1人目が庄司朝美さん。美術新人賞1名、オペラ新人賞2名の顕彰とオペラ公演助
成４団体に贈賞が行われた。

芸術文化分野の有能な新人に
海外研修費用を助成する賞
　東急財団（旧五島記念文化財団）主催。優れた芸術活
動を行う新人や団体を顕彰するとともに受賞者には海外
研修の費用を助成し、日本の芸術文化の向上と発展に貢
献してきたが、31回目の開催を迎えた本年度をもって終
了となった。過去には日本画の岡村桂三郎教授や武田州
左教授、油画の石田尚志教授も受賞。

椹木野衣教授も受賞した、
優れた芸術評論に贈呈される賞
　音楽を中心とした芸術評論に多大な功績のあった吉田秀和（1913-2012）
の名を冠し、1990年に創設された賞。音楽・演劇・美術などの分野で優れた芸
術評論を発表した人に贈呈される。水戸市芸術振興財団が運営。過去には共
通教育・椹木野衣教授も『後美術論』（2015年 美術出版社）で受賞している。
今年度は候補書籍総数135点の中から、水戸芸術館設計者で建築家の磯崎
新氏と評論家で慶應義塾大学法学部教授の片山杜秀氏による厳正な審査の結
果、荒川さんの著書『ドナルド・ジャッド――風景とミニマリズム』が選ばれた。

受賞作品『ドナルド・ジャッド――風景とミニマリズム』（水声社）
現代アートを代表する美術家、ドナルド・ジャッド（1928-94）の絵画やオブジェクト作品、建築から家具
制作に至るキャリアを中心に、ミニマリズムの芸術がいかに人工的な風景や工学的構造などに触発さ
れてきたかを深く追求した研究書。

本全体がミニマリズムに影響を受けたアートワークとして考えられており、本文も文字が小さく横書き
であるなど、一般的な人文系の研究書とは一線を画した造本設計となっている。（装幀：宇平剛史）

磯崎 新 氏（建築家）

社会に過剰に適応したことをやらなくても良い
　現代音楽への関心から芸術研究を志すようになった私にとって、今回の受賞
は信じられないほどであり、たいへんうれしいことでした。作品の構成要素を極
端に減らすミニマリズムは、そもそも既存の人工化された風景や建築に大きく
影響されたのではないか？ ということを長らく考えていました。ミニマリズムは
美術にしてはあまりにも四角く、建築というよりもさらに、土木の構造体に似て
います。自分でも土木の写真をあちこちで撮りながら、構成要素を減らしていく
ミニマリズムを、高速道路やビルなど、抽象化された風景や建築と結びつけて、
工学的に分析したのがこの本です。ドナルド・ジャッドが空間や風景、生活を統
合する自らの芸術を構築していったプロセスを、ミニマリズムの作品形態の急速
な変貌とともに描き出しています。
　私の本は研究書ですが、それ自体をミニマリズムに影響を受けた「アートワー
ク」として考えています。受賞するタイプのものではないと思っていましたが、こ
の結果を受けて、社会に過剰に適応したことをやらなくても良いという意識を強
めました。今後は自分の専門である芸術理論を確かに広めていきたいと考え、
ここ10年ほどで書いた映像論・美術論を、新しく本としてまとめようと思ってい
ます。映像制作の実践的な方法論を、技術的なノウハウだけではなく、思考の
方法として構築しなおしたものになる予定です。
　大学卒業から今回の受賞までは14年ほどかかっています。たとえ5年や10
年で結果が出なくても、気にせず継続することが大事だと思っています。

第30回 吉田秀和賞【審査委員選評】より
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　グラフィックデザイン学科には、周りと
切磋琢磨できる内容の濃い授業がたくさ
ん存在します。毎年多数の受賞者が生ま
れる背景には、そこで日々鍛えられる多彩
な創造力がベースにあるのでしょう。「学
外コンペ」という目標に挑戦する気概のあ
る学生は普段のプロジェクトにおいても魂
を込めて打ち込んでいます。もちろんコン
ペには当落があり、その努力が報われない
場合もありますが、一喜一憂することなく、
仲間たちと繰り返すトライ＆エラーの日常
をとにかく大切にすることが重要です。そ
して、地に足をしっかりつけ、且つ成し遂
げたい自分らしい「欲」を持ちながら、失敗
を恐れずに挑戦し続けて欲しいと思いま

す。学生時代と
は、自身が目指す
純粋なクリエー
ションを思う存
分開花させる絶
好のチャンスで
もあるのです。

「欲」を持ち、失敗を恐れずに
挑戦してほしい

先生から学生へ

『JAGDA新人賞2020』 

『日本タイポグラフィ年鑑2021』 

『JAGDA国際学生ポスターアワード2020』 
グラフィックデザイン4年の趙文欣さんがグランプリを受賞

グラフィックデザイン4年の原田陽奈子さんが
学生部門でベストワーク賞を受賞

趙 文欣
グラフィックデザイン4年

澤田 泰廣 
グラフィックデザイン教授

2020年度 受賞ラッシュ特集

学生部門ベストワーク賞受賞作品『うごくかん字』
漢字の形の面白さに着目したビジュアルブック。240字をデザインし、ページに開
けられた窓によって全てが 「形のしりとり」のようにつながる。ページをめくる楽し
さが体現できる紙の本ならではの効果を追求した。

10年グラフィックデザイン卒業の佐々木俊さんが受賞

佐藤可士和客員教授や水野学氏なども過去に受賞
　日本グラフィックデザイナー協会（JAGDA）が毎年発行する会員
作品集・年鑑『Graphic Design in Japan』出品者の中から今後の
活躍が期待される39歳以下の有望なグラフィックデザイナーに贈ら
れる賞。1983年の創設時から第一線で活躍する多くの異才を輩出
しており、受賞経験を持つ本学教員も多い。

「Money」をテーマに世界23の国と地域から1,980作品が集まった
　JAGDA主催で国内外の優れた若い才能の発見と顕彰、およびグラフィックデザインの新たな発
展と進化を目的に創設されたコンペティション。ポスターはイメージとテキストの融合による自由な
表現、人の心を動かす瞬発力があり、国や地域を超えたビジュアルコミュニケーションが可能なメ
ディアであることから、世界各国の学生を対象とする。今回は「Money」をテーマに作品を募集。23
の国と地域から1,980点の応募があった。グランプリ受賞の趙さんをはじめ、グラフィックデザイン
と統合デザインの学生らが多数入賞した。

所蔵作品展「デザインの(居)場所」（cl: 東京国立近代美術館）
「デジタルの中からそのまま飛び出したようなグラフィックが、独特な空間を作り出している」（柿
木原政広氏）など、佐々木さんの作品は選考委員から高い評価を得た。（年鑑『Graphic Design 
in Japan 2020』に掲載された選考委員コメントより引用）

グランプリ受賞作品『Don’t put a price tag on me』 
「未だに若い人を値踏みする社会を風刺している作品だが、２枚のイラストの対比と悩む若者の独特な表情、ダイナミックな構図に対して繊細
に描かれた目の対比などが実に見事」（佐藤卓審査員長/展覧会図録より引用）と評価された。

昨年9月、東京・銀座の『クリエイションギャラリーＧ8』で行われた「JAGDA新人賞
展2020 佐々木俊・田中せり・西川友美」の様子。

「JAGDA新人賞展2020 佐々木俊・田中せり・
西川友美」展覧会ポスター

書店のフェアポスター「詩 デザイン」（cl: 代官
山 蔦屋書店）

佐々木 俊
10年グラフィックデザイン卒業

受賞は名前や作品を多くの人に届けるチャンス
　独立してから、運良くそれなりに仕事もありました。しかし、来た
仕事を「それなり」にこなすだけで本当にいいのかな？ とモヤモヤす
ることが増えていました。グラフィックデザイナーとして自分が停滞
している気がして、その環境を変えるつもりで年鑑に出品しました。
学生の頃は、この賞を受賞すること自体スゴいことだと感じていまし
たが、いざ自分が賞をいただいてみると、まだまだ実力不足であるこ
とを実感します。「これからちゃんと頑張れよ！」というメッセージを賞
という形でもらったのだと思っています。一方で、受賞によって多く
の方々に自分の名前や作品を知ってもらえたということは、デザイ
ナーにとって大きなチャンスです。これを無駄にしないように、丁寧
な物づくりを続けたいと思います。これから学外コンペなどに挑戦し
ようとしている学生の皆さんには、自分が本当に見せたいものを楽し
んで作ってほしいと思います。賞に応募すること自体は、創作にとっ
て必ずしも重要なものではありません。気楽に、だけど真面目に取り
組むことが何よりも大切ではないでしょうか。

明確な構想が「伝わるデザイン」を
生み出す秘訣
　今回の課題「Money」は非常に現実的な
テーマでしたが「お金」を直接的に表現するこ
とは避けたいと考えました。そして、自分なり
に「Money」の意味や価値について深く掘り下
げ、その全てを作品に注ぎ込みました。この受
賞を通し、制作の初期段階で「明確な構想」を
もつことはとても重要であることがわかりまし
た。自分のアイデアをはっきりとイメージする
ことで、見る人に共感してもらえる作品に仕上
げることができると思います。ポスターは紙一
枚で、独自の表現を使って情報を伝えるという
目的がありますが、今後は平面的なものだけで
なく、もっと新しい形の作品に挑戦したいと考
えています。たくさんの人におもしろいと感じ
てもらえる作品を作りたいです。

タイポで表す文字と
デザインの可能性を評価
　さまざまなコミュニケーションで
必要とされるタイポグラフィの巧
みな姿を収録する『日本タイポグラ
フィ年鑑2021』。その応募作品の
中から優れた作品にグランプリ、
部門ごとのベストワーク賞などが
贈られる。



最優秀賞受賞作品「階段空間とその周囲の
場の連続」
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『JID AWARD 2020』 

『第18回JIA関東甲信越支部 
 大学院修士設計展2020』

『第12回ハーフェレ
 学生デザインコンペティション2020』 

『DigiCon6 JAPAN Awards』 

『the GIFs 2020』 

19年大学院グラフィックデザイン修了の
金子勲矩さんが最優秀賞を受賞

プロダクトデザイン2年の田野倉凜さんがU-22部門賞を受賞

19年大学院環境デザイン修了の王琳さんが最優秀賞を受賞

環境デザイン3年生4名のグループが最優秀賞を受賞

金子 勲矩
19 年大学院グラフィック
デザイン修了
グラフィックデザイン副手

　『JID AWARD』には毎年学部生と
大学院生の卒業・修了制作の中から優
秀作品を選出して出展しています。今
回の7作品は、コンセプト・写真・図面
といった作品表現の総合的なレベルが
非常に高く、評価のポイントにつな
がったと考えています。今年度の受賞
作は、実用性がありながらも従来の家
具とは違った独自性を備えており、学
内での学びが生かされていると感じま
した。アワードに出展できるレベルに
まで仕上げるには大変な努力が必要
ですが、勝てば人生における大きな自
信となり、負けてもその悔しさは必ず
次のステップに生かすことができます。
一人でも多くの学生が野心を持って受
賞を目指し、作品の世界を大きく広げ
ていくことを願っています。

2020年度 受賞ラッシュ特集

「ネクストエイジ部門賞」で
環境デザイン卒業生2名が
審査員賞を受賞 

東京藝大、筑波大など24の大学院が
建築の研究成果を競う
　日本建築家協会（JIA）主催で2003年から行われている、建築の研究
成果と完成度を評価するコンペティション。東京藝術大学や筑波大学、早
稲田大学、東京工業大学など24の大学院から44点の応募があった。階
段空間を切り口として建築家の作品において捉えられる特質を研究し、そ
の隣接空間との連続性を模索すると同時に建築の可能性を広げたいと考
えた王琳さんの作品が最優秀賞に選ばれた。

学外アワードへの挑戦でモチベーションを高める
　大学院では、頭が「もの」で、体が「人」の「換頭人間」を使った作品を制作
してきました。特に今回は、換頭人間どうしの関わり合いを描くなかで、キャ
ラクターの見た目の印象と内面の違いを表現することにこだわりました。アニ
メーション制作は非常に時間がかかるため、見る人にちゃんと伝わるか、独
りよがりになりすぎてはいないかなどと悩むことも多いです。しかし、数々の
受賞をきっかけに、自分の進む道に自信がもてるようになりました。学外ア
ワードは専門家や仲間との交流を通じ、新たな視点からアドバイスを受ける
ことができるチャンス。ノミネートされれば制作のモチベーションも上がりま
すので、ぜひ挑戦してほしいと思います。

建築・インテリアを学ぶ学生を支援するコンペ
　ヨーロッパの家具用金物などを輸入販売するハーフェレジャパンの
主催によるコンペティション。建築・インテリアを学ぶ学生たちの支援
を目的に2009年より開催している。今年度は『世界のどこかにたつ家』
を課題に設定。全国から約250点の応募があった中から、環境デザイ
ン3年のチョウ シカさん、伊藤さくらさん、オウ カブンさん、鈴木あか
りさんの4名によるグループ作品『辺境の境』が最優秀賞を受賞した。

ネクストエイジ部門賞・呉勝人賞受賞作品『pt Shelf』 
中澤健太郎（14年環境デザイン卒業、Interior Studio LETTER.所属）

『オヤスミディスコ』
寝ている間に繰り広げられるストーリーを表現。
躍動的なリズム感が高評価を得た。

ネクストエイジ部門賞・大田昌司賞受賞作品『ペーパーコードの新たな魅力を探求する』
半田晴菜（20年環境デザイン卒業）

才能ある若きインテリアデザイナーの
発掘と優れた活動成果を表彰
　日本インテリアデザイナー協会主催のアワードで、日本のインテリアデザイ
ンの質的向上をはかり、くらしにおけるインテリアの重要性、デザインの力を
社会に発信することを目的とする。1969年の発足以降、デザイナーや企業
などの優れた活動成果を表彰している。今年度、若い才能を発掘する「ネク
ストエイジ部門」で、環境デザイン学科の卒業生7名が部門賞を受賞。さら
にその中から、14年卒の中澤健太郎さんと20年卒の半田晴菜さんが審査
員賞を同時受賞した。

勝てば大きな自信に、
負けても悔しさは
必ず次のステップになる

米谷 ひろし 
環境デザイン教授

授賞式の様子。学生が作品のポイントや受
賞の喜びを語る映像が公式サイトで公開さ
れています。

アジアから369点の映像作品が
集まったTBS主催のコンテスト
　アジアの16地域から優れたコンテンツクリエ
イターを発掘することを目的に毎年行われてお
り、今回で22回目の開催となる。その日本大会
で金子さんの作品『The Balloon Catcher』が
369点の応募の中から最優秀賞にあたるGold
を受賞。昨年11月には中国、香港、シンガポー
ルなど地区別選手権を勝ち進んだクリエイター
たちと最終ステージで競い合った。

『３秒で心揺さぶる動画』を評する
唯一無二のコンテスト
　株式会社GIFMAGAZINEとアドビ株式会社
による共同開催。わずか３秒の超短尺動画
「GIF」で人の感情を動かすクリエイターを応援す
る目的で2014年から行われている。今年度は
公式TwitterやInstagramでノミネート35作品
が紹介され、コメントや「いいね」などの数も審査
の参考となった。昨年12月に行われた最終審査
で14作品がグランプリを含む各賞を受賞した。

『The Balloon Catcher』

本作はフランス・アヌシー国際アニメーション映画
祭の卒業制作部門にノミネートされたほか、日本
映画テレビ技術協会主催の「青い翼大賞」受賞、
「INTERNATIONAL STUDENTS CREATIVE AWARD 
2020」松本俊夫賞を受賞するなど、数々のアワー
ドで高い評価を受けた。

先生から学生へ

　近年、短編アニメーションの世界は進化が著しく、ア
ワードでの入選・受賞が年々難しくなっている中、金子く
んの作品が数々の賞を受賞したことは大変名誉なことで
す。受賞作の魅力は優れたオリジナリティにあり、芸術的
表現や斬新なストーリー、独自の画風が高く評価されま
した。受賞経験はその後の制作活動における原動力。ま
た、受賞によって海外からのサ
ポートや助成を受けるチャンス
を得ることもあり、将来につな
がる大きなステップになるで
しょう。日本のアニメーションの
可能性は無限大。皆さんの次な
る挑戦を楽しみにしています。 野村 辰寿

グラフィックデザイン教授

アニメーションの可能性は無限大
先生から学生へ
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　会社説明会を行うため多摩美を訪れた際に、統合デザイン学科の取り組みと、
弊社のインタラクティブ事業部の考え方、取り組み姿勢に強い親和性を感じま
した。その結果、昨年は、４名に内定を承諾いただきました。実際に統合デザイ
ン学科の学生の皆さんとお話をしてみると、単に「面白いアイデアでしょ？」では
なく、着眼点は面白いままプロダクトとして世に出て行くところまでを想像して設
計されていました。その思考力や具体的な提案に落とし込む能力は、正直すごい
なと感じました。また、弊社は、デザイナー、マーケター、コンサルタント、エン
ジニアなど多彩な人材が所属していますが、彼らを巻き込んでプロジェクトを推
進することが重要です。その点においても、多摩美生の資
質に期待するところが大きいです。

シニア・マネジャー
インタラクティブ本部
佐藤 守さん

コーポレート統括本部　戦略統括部
コーポレートコミュニケーション部

新卒採用責任者
川尻 真由香さん

グラフィックデザイン統括部
上木 舞花さん

17年版画卒業

　新卒・既卒を含め、多くの多摩美生が弊社で活躍しており、総じて基礎力が
高いという印象です。それを業務に応用する柔軟性もあり、就学を通して基礎
が確立されていると感じます。また、私が面接を担当し入社に至った方たちに共
通していたのは、「学生時代に人と一緒に一つのものを作り上げた経験がある」
ということでした。それも、ご自身が主幹となり、周りの人を巻き込みながらチー
ムを推進されていたとのこと。この経験は社会人になっても必ず生きてくると思
います。特に弊社はチームで物事を進めることの多い職場環境なので、そういっ
た経験を通して、「自分が作りたいもの」ではなく、「お客様が何を求めているか」
というお客様目線の発想で柔軟に仕事をしていただける方
が適していますし、弊社を就職先として選んでいただける
多摩美の卒業生に期待している点でもあります。

『第25回 日本絵本賞』

多摩美生は感覚値だけで物事を捉えるのではなく、
社会への実装を設計できる能力があると感じる

　僕は以前、広告代理店でアートディレクターをしていたのですが、今は少し
違った立ち位置で仕事をしています。もちろん自分のデザインやアウトプットで
世の中にインパクトや感動を与えたいという思いもありますが、自分の資質や長
所を生かせるポジションは違うのではないかと。優れた才能を持った人たちと連
携し、その人たちの力を視覚的なアプローチで世の中に提示する立場が向いて
いると考え、現在のポジションに就きました。多摩美に限らず美大の学生の多く
はプロフェッショナルを目指していると思いますが、多彩なジャンルの職人が集
まって何かを作り上げようとする時、それを取りまとめるのもまた職人だと思う
んです。アクセンチュアではよくコラボレーションという言葉を使いますが、力の
ある人たちが声を掛け合い、助け合いながらプロジェクトを進めるケースが多々
あります。個人で何かを成すというより、チームで何かを成す方向へと変わって
きています。また、クライアント企業や生活者のニーズも多様化していることか
ら、今後はより能動的な姿勢や社会的なコミュニケーション・スキルが求められ
ると考えています。一芸に秀でるのは素晴らしいことです
が、幅広い視野を必要とするクリエイティブの世界もある
ことを、学生の皆さんにも知っていただけたらと思います。

シニア・プリンシパル
Fjord Visual Design Director
Yoo Taehanさん

一芸に秀でる道も、そうした人を取りまとめる道も
どちらもプロフェッショナルだと知って目指してほしい

　入社当初から「イケメンシリーズ」に携わり、現在は『イケメン戦国◆時をかけ
る恋』という恋愛ゲームのアバター部分の素材制作を担当しています。中学の頃
から友だちと一緒にゲーム作りを始め、親にも「将来はゲームを作る人になる」
と宣言していました。そんな昔からの夢を実現させることができました。
　多摩美を選んだのは、卒業生の作品に大きな感銘を受けたことがきっかけで
したが、版画専攻からゲーム会社に就職する人が意外と多いことを知り、さらに
多摩美への思いを強めました。入学後は専攻での授業以外に、時間を見つけて
は友だちと一緒にゲームを作っていましたね。
　入社後、最初に配属されたのは、 新規ゲームを開発途中のチームでした。上
長に「なんでもやりたいです」と伝えたのですが、UI（ユーザーインターフェース）
やキャラクターの衣装デザイン、外注先への依頼書作成など、１年目からすごく
良い経験をさせていただけたのもサイバードならではだと思います。また、弊社
には事業化できそうなアイデアを社員が発表する場があるのですが、将来的に
は自分のアイデアをデザイン視点から企画にして実現でき
たらいいなと思っています。

「なんでもやりたい」入社1年目から
幅広く挑戦できた経験はサイバードならでは

デザインに対する基礎力の高さ、
それを業務に応用する柔軟性が多摩美生の魅力

多摩美出身者は、ビジネスの最前線からどのような評価を受けているのか。また、その卒業生
たちは多摩美での４年間の学びを、ビジネスの現場でどう生かし、活躍しているのか。さまざ
まな業界で活躍する企業人たちに、いま多摩美に求められる期待と実績について伺いました。

さらに詳しい内容や、その他の企業情報はWebでご覧になれます。

95年油画卒業の
田中清代さんが大賞を受賞

07年映像演劇卒業の
田島列島さんが新生賞を受賞

アクセンチュア株式会社＝世界51カ国に拠点を持ち、50万5,000人の社員数を誇る世界最大級の総
合コンサルティング会社。世界中の企業の総収益ランキング「フォーチュン・グローバル500」の上位
100企業のうち91社が同社のクライアント。

株式会社サイバード＝「IT×エンタテインメント」をベースに、全世界で累計会員数3,000万人を超える
女性向け恋愛ゲーム『イケメンシリーズ』をはじめ、ゲーム／コンテンツ事業など、国内外へ幅広く展開。
また、Voice UI市場にもパイオニアとしていち早く参入し、Amazon Alexaスキル開発エージェンシーにも認定。

田中 清代
95年油画卒業

田島 列島
07年映像演劇卒業

企 業 の 人 事 担 当 者 ・ 卒 業 生 に 聞 く

多 摩 美 への 期 待と実 績  第５回

2020年度 受賞ラッシュ特集

アクセンチュア サイバード 
コンサルティング IT・エンタテインメント

『第24回 手塚治虫文化賞』 

子供たちに読んでほしい一冊として昨年出版された
絵本1,165冊から選出
　絵本芸術の普及と発展に寄与することを目的に、1年間に日本で出版され
た絵本の中から優秀作品に贈られる『日本絵本賞』。今年度は全国学校図書
館協議会選定委員会によって選定された1,165冊から30点が最終候補に
選ばれ、田中清代さん作絵による『くろいの』が大賞に輝いた。

清新な才能をもつマンガ家に贈られる賞
　日本のマンガ文化の発展に大きな役割を果たした手塚治虫氏の業績を記念し、マンガ文化の
健全な発展に寄与することを目的に1997年に創設された。新生賞は1年間に国内で発表され
たマンガの中から、斬新な表現、画期的なテーマなど清新な才能の作者に贈られる。

『くろいの』（偕成社）

『水は海に向かって流れる』（講談社）
家族や男女の機微を柔らかな絵と言葉で表現する独自性が評価された。

美術作品は「見る人」との
コミュニケーションなしでは成り立たない
　16年ぶりに作絵を手がけた『くろいの』は、全64ページすべてをモノク
ロームの銅版画で仕上げた作品です。銅版画は制作にとても時間がかかる
のですが、濃淡を駆使した奥行きのある空間を描きたいとずっと思っていた
ので、子どもの誕生を機に、その思いのすべてを凝縮しようと挑みました。
女性として、とりわけ母として、子育てをしながら作家活動を続けることの
大変さを感じることもありましたが、今回の受賞が私の人生において大きな
自信と達成感を与えてくれました。アワードに応募することに不安や迷いは
誰にでもあると思います。でも、一歩踏み出すことにより、作品の評価だけ
でなく社会や人とのつながりが生まれ、自分自身を
振り返るきっかけにもなります。美術作品は「見る
人」とのコミュニケーションなしでは成り立たない、
と私は考えています。これから作家を目指す方々が、
作品を通して世界とつながり、たくさんの刺激と発
見と喜びを実感してほしいと思います。

学生時代には「自分の無力さ」を味わうことも大切
　マンガの制作においては、わかりやすさを一番に心がけています。
編集担当の方に誤解されたところなどは、説明過多なくらいに描き直
します。受賞する前も今も、おそらく未来も変わらないのは「死に物狂
いで創作すること」です。生活は楽になっても制作は楽にならないとい
うのがわかりました。大学時代に、よく先生に「他人に興味を持て」と
言われました。以来、なるべく自分の内側よりも外の世界に興味を持
つようにしたことは、創作活動にもプラスの影響を与えてくれました。
学生の時には視野を広げ、少し無理なことにも挑戦してみてください。
思いきり自分の無力さを味わうのも良いことだと思います。
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するという実験があって。それが本当に素晴らし
かったんですよ。まるっきりズレるところもあるんだ
けど、バチッと合うところもある。コラボレーションっ
ていうのはそういう「化学反応」があって、どうな
るかわからないってところが楽しいし、それがい
ちばんの醍醐味だと思って、あえて伝えなかっ
たんです。

現場での化学反応から
「奇跡」が生まれた

―― 出来上がった映像を見ていかがでしたか？
三原　もうね、奇跡。ロングバージョンの方は特
に。
林　ははははは（笑）
三原　階段で男の子と女の子がすれ違うシーン
が、まるでほんとに同じ時間に撮った感じになっ
てるの。林くんがストップウォッチで計りながら人
を動かしていったんじゃないかって思うぐらいぴっ
たり。でもそうじゃなくて、歩くスピードも席を立つ

シーンも全部モデル任せで、急かすわけでもなく、
ずーっと一連の動きがあってそこに来る。それは
ね、ちょっと鳥肌ものだった。
林　あれは本当にたまたまです。でもやっぱり現
場のいちばん面白いところってそういうところだな
あっていうのはありますよね。たとえば僕があれこ
れ計算して「あなたは15秒で歩いてください」と
か指示をしたら、モデルさんが自然体じゃなくなっ
ちゃう。ラフにそれぞれの感覚でやってもらって、
うまくいったなって感じです。
三原　大げさかもしれないけど、よくあんなムード
で撮れたなと思う。まず知的。やっぱり林くんは
知性があるんだなと思った。
林　ははは。いやいやいやいや、多摩美は補
欠合格でしたよ（笑）
三原　ものすごく勉強家ですよ。モデルの動きも
林くんの中ではたぶん最初からイメージがあっ
た。「GU×MIHARAYASUHIRO」を見 せるっ
ていうのが最優先でも、空間が意識できる映像
で、多摩美の図書館を舞台にしている意味をちゃ

んとわかって作ってくれていた。すごく作り込まれ
た感じがあって、強くて上品な映像になっていた。
林　良かった、そう言ってもらえて。

―― 途中で三原さんも登場されていましたね。
三原　「ここに座って」って言われて。どのぐらい
のタイミングでカメラが来るのかわからないから、

「まだ来ない？ まだ？ やっと来た！」っていう感じで
そわそわしてた（笑）
林　スタッフみんなでその場で話し合いをして、
三原さんの時間をちゃんと作ろうって。
三原　思いつきなんです。それもある意味「化学
反応」ですね。

―― 多摩美の学生有志もエキストラとして参加
していて、撮影前には三原さんが学生たちに熱
いメッセージを送ってくれました。
三原　（笑）。あの時はちょっと感情的になってい
た部分がありました。
林　確かにとても熱がこもっていましたよね。あの

卒業生のデザイナー・三原康裕さんが主宰する「MIHARA
YASUHIRO」が若者に人気のファッションブランド「GU」と
コラボレーション。同じく卒業生で映像作家の林響太朗さんと
タッグを組み、 八王子キャンパス図書館でのスペシャルムー
ビーの撮影が実現しました。その完成と公開を機に、撮影秘
話や学生時代のことなどについてお話をうかがいました。

GU×MIHARAYASUHIROのスペシャルムービー制作で
人気クリエイター 2人のタッグが実現

Interview

 「美大生」をモチーフにした企画で
多摩美タッグを結成

―― 今回、おふたりがタッグを組んだきっかけ
を教えてください。
三原　GUからお話をいただいたのが2020年の
３月で、世間がコロナ禍に陥るタイミングでした。そ
の後、緊急事態宣言が出され、大学が休みに
なったり就職活動に支障が出たりしているといっ
た話を聞くうちに、若い人たちに向けて何かメッ
セージを発信したいと考えて。僕自身が多摩美の
学生だったこともありますが、次の時代を創造す
る若者のアイコンとして「美大生」をモチーフにした
ファッションをデザインすることになりました。その
CMを撮影するにあたり、ぜひ多摩美の図書館
で撮りたいと思ったんです。僕がいた頃にはな
かった建物ですが、建築家の伊東豊雄さんの設
計で、いろんなメディアで取り上げられていて、卒

業生として誇らしかった。映像監督も多摩美の卒
業生がいいなと思い、林さんにお声がけしました。
林　シンプルにうれしかったですね。三原さんと
一緒にお仕事ができることも、学生時代に慣れ
親しんだ多摩美の図書館で撮影ができることも。

―― 三原さんは林さんに、どんな風にオファー
をしたんですか？
三原　僕、林さんに３分くらいしか説明していな
いんです。「グッド・インスピレーション」っていう
テーマで、学生に向けたもので、ちょっとサスティ
ナブル。それしか言ってない。
林　あとは図書館がロケ地だってことくらい（笑）
三原　「こんな映像にしてほしい」っていうのは
ちょっと言ってみたんだ、素人だけど。そしたら「ちょっ
と何を言ってるのかわかりません」って言われて。
林　ほんと、わからなかったんです（笑）
三原　林さんって怖いなあって思って。名前も作

品も知っていたけど、けっこう怖い若者なんだな
あって（笑）
林　ははははは。まさかそれで怖いって思われ
てたとは思ってなかったです。

―― どうしてあまり説明しなかったんですか？
三原　これは賭けじゃなくて、僕の中での正攻
法なんです。コラボするうえでいちばん良いのは、
林くんが「いや、ここだろう」って感じたポイントを
優先してくれること。林くんは今も多摩美で講師と
して学生と過ごしているし、林くんが見ている図
書館の風景の方がリアルだと思うから。
林　実はそれ、さっき初めて聞いて知ったんで
す。だから最初しばらくはすごく探りを入れながら
三原さんのことをじーっと見てました（笑）。
三原　昔、ロシアのバレエ団とイギリスのオーケ
ストラが10分っていう長さだけを決めて、それぞ
れ別々に練習して後日ひとつのホールで上演

多摩美は「明日」を
つくる場所
そこからすべてが
はじまった

大人たちはちゃんと若者たちを見ていると伝えたかった

三原さんと林さんが手掛けた「GU×MIHARAYASUHIRO」のスペシャルムービー

GU×MIHARAYASUHIROの撮影は八王子キャンパス
図書館で昨年末の冬季休業期間中に行われた。1階の
アーケードギャラリーから2階の開架エリアまでをフルに使い、
スチールとムービーで1日がかりの大規模なロケとなった。

「GU×MIHARAYASUHIRO」の
スペシャルムービーは
こちらからご覧いただけます ▶

1972年長崎県生まれ 、福岡県出身。大学在学中に独学で靴を作りはじめ、1996年に靴メーカーの
バックアップによりオリジナルブランド「archi doom」を立ち上げ、翌年1997年には、自身のレーベル
「MIHARAYASUHIRO」を立ち上げる。2004年ミラノコレクションに初参加し、2007年からはパリコレ
クションでの発表を続けており、ウェア、シューズともにデザイン性の高さと素材へのこだわりが国内外か
ら高い評価を受けている。2020年「General Scale」という環境的責任を掲げたブランドをローンチする。

三原 康裕 みはら  やすひろ

デザイナー 映像作家

P R O F I L E

1989年生まれ、神奈川県出身。大学卒業後、DRAWING AND MANUALに参加。映像の
みならずインスタレーションやプロジェクションマッピングといったさまざまなクリエイションに関わる。
星野源、Mr.Children、米津玄師、BUMP OF CHICKENなど多数のアーティストのMVを監督。
2016年「ベネチア・ビエンナーレ」特別賞、「ADFEST2019」ブロンズ、SSMA 2020 BEST 
VIDEO DIRECTOR受賞など受賞歴多数。

林 響太朗 はやし  きょうたろう

P R O F I L E

（97年染織デザイン卒業） （13年情報デザイン卒業）

「美大生」をモチーフに作られたコレクションであることから、2人の母校・多摩美の図書館が舞台に選ばれた。

2月10日、三原さんのショールームにて取材
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スピーチを聞いて、改めてすごい先輩だなって思
いました。
三原　「GU×MIHARAYASUHIRO」のデザイ
ンを考えていた時は自粛期間で、ひとりでアトリ
エにいることが多かったせいか、プライベートなコ
レクションにしたいという気持ちが強かったんで
す。もっとポップで軽いテーマの方がいいのかな
と思ったこともあったんだけど、こんな世の中でも
大人たちはちゃんと若い子たちを見ているし、応
援しているよってしっかりと伝えたかった。
林　なるほど。
三原　特にクリエイションをやる子たちって、どこ
かで自分の力を見限ったりする時があると思う
んですよ。誰もが自分の才能の無さをどこかで
感じながらも努力していくっていう。それの繰り
返しじゃないですか。僕自身も学生時代は大変
だったけど、多摩美で過ごした４年間があって、
今の僕がある。恩返しがしたいという気持ちで、
あの場を借りて自分の思いを伝えさせてもらい
ました。

未来への一歩を踏み出す時、
友達や先生が背中を押してくれた

―― 学生時代はどう大変だったんですか？
三原　まず、大学に入ること自体が大変だった。
僕らの世代はベビーブームで、50人に１人しか
受からないような、浪人するのが当たり前の時代
だった。福岡の画塾っていう美術予備校に通っ
ていたんだけど、二浪が確定してからはもう本当
に毎日が修行だったね。ほぼひとりで絵を描き続
けてた。
林　ものすごい倍率だったんですね。
三原　入った後も、周りはみんな絵がうまいやつ
ばかり。どいつもこいつも天才だった。びっくりす
るくらいうまかった。でも、いくらうまくても、独自性
がないとどんどん潰れていっちゃうから。それで切
磋琢磨できたかな、４年間。
林　多摩美を選んだ理由とかあったんですか？
三原　当時、多摩美の染織デザインには粟辻
博さんがいたんです。僕にとってはデザイン界の
唯一無二な存在の人。粟辻さんや田中一光さ
ん、三宅一生さんは憧れの巨匠でした。しかし、
僕が3年生の時に粟辻先生は亡くなられてし
まって、残念なことに粟辻さんの授業は受けられ
なかった。それで「代わりになる人は世界中のど
こにもいない」存在にならなければと思いました。

―― 林さんはもともと映像志望だったんですか？
林　いえいえ、全然。僕も一浪して情報デザイン
学科に入って、2年生の時にたまたまクラブのVJ
をやっている友達ができて、面白そうだなと思っ
たのがはじまりです。
三原　おしゃれだなー。

林　AXISの宮崎光弘さんが教授でいらっしゃっ
たのも大きかったですね。１年生の時からよく話し
かけに行ってました。
三原　そういう活動能力があるんだよね。
林　いやいや。でも僕が多摩美に入りたいなっ
て思ったのは、バスを降りて坂を登って、緑の中
にコンクリートの塊がいっぱいあるのを見た瞬
間。「ああ、ここめちゃめちゃいい感じだな」って
思ったのをすごく覚えています。図書館も含めて。
三原　きれいになって良かったですよね。僕らの頃
はプレハブの建物が茶畑みたいに連なってた（笑）

―― おふたりの世代のギャップってどれくらい
あるんですか？
三原　僕が今48歳で、林くんはいくつ？
林　31歳です。
三原　平成生まれ！ だからこそなんですよ。平成

３年ぐらいにバブルが崩壊して、大人たちが世の
中に暗い話題を流しだした後からしか生きてな
いから、林くんはある意味「被害者」なんです。
林　ははははは！ そっかそっか。
三原　それまでは学歴社会で、良い大学に行け
ば良い就職先があって、終身雇用っていう虚像
があったの。バブルの崩壊で本当に虚像だった
ことが露見したんだけどね。僕は運が良かったこ
とにちょっとひねくれていたところがあったから、

「終身雇用なんてありゃしねえだろ」ってどこかで
思ってて。それで大学３年で自分のブランドをは
じめたんだ。
林　そうだったんですね。
三原　今もコロナ禍で学生のみんなは本当に大
変だと思う。でも、それも長い人生から見たらほ
んのちょっとのことなんだよ。「自分はこれから何を
作って生きていくのか」っていうことを考えたら、良
い会社に就職できたとかできなかったとか、そうい
うことで自分の力が決まってしまうってことはない
んだ、絶対。
林　うんうん。
三原　僕は学生の時に独立して良かったって
思ってるけど、でも、自分の意志だけで決め切れ
たかというとそうじゃない。やっぱり当時の友達と
か先生、周りの大人たちが背中を押してくれて、
勇気を与えてくれた。あの時多摩美で出会った
人たちの誰か一人でも欠けていたら、今頃どう
なっていたか。
林　人との出会いは僕もそうですね。友達も教
授陣もみんなそれぞれの価値観を持ってるから、
いろんな刺激を受けられた。
三原　意外と学科を越えて仲良くなりますよね。
勝手に他のところの授業を聴きにいったりとか
あったでしょ？
林　ありましたありました。僕はもともとグラフィック
デザイン学科志望だったから、グラフの友達に授
業内容を聞いて図書館で調べたり。
三原　そうだよね、大学に行っていちばん良かっ
たなって思うのは、アートやデザインが好きな同
世代の子たちが日本中から集まる環境だってこ
と。とにかく熱量がすごかったよ。蜷川実花ちゃん
もラーメンズも、ラーメンズと一緒にやっていたニイ

Interview
新しい表現や戦い方を見つけて、時代のその先を提示する人に

ルセンも、学生当時からメキメキ活動してた。染
織デザインの同じクラスにはKIGIの植原亮輔や
資生堂の成田久もいた。
林　キューちゃん、同級生ですか？ ほんとに？
三原　キューちゃんはライバルだったから（笑）。
みんなすごく才能があって、「明日」をつくる人っ
ていうのはこういう人間なんだなって思った。でも
やっぱりそれだけじゃないのよ。作ってるものがそ
れぞれ違うから、お互いに高め合えた。
林　大学で出会った友達って大事ですよね。僕
はライバル意識っていうのはそんなになかったけ
ど、「あいつ、こんなに頑張っているんだな」って
励みになった。
三原　そうだね。あらためて振り返ってみても、
多摩美でのいろんな出会いが自分のスタート

だったと思うね。

―― そういう意味では、今回の出会いも新たな
スタートに？
林　もう、本当にそうです。
三原　僕も17歳年下の林くんと一緒に仕事がで
きて本望です。
林　ははは！ やめてください、ほんとに。怖いか
ら（笑）

作らないことには何もはじまらない
とにかく作って、見てもらうこと

―― 最後に多摩美の後輩たちに、そしてクリエイ
ターを目指す全ての人にメッセージをお願いします。

林　いろんな良いもの、美しいものを見るきっか
けになる「遊び」をやってみるといいと思いますね。
大学だけじゃなくて、外の世界にもふれてみたり。
三原　同感です。美しさを勉強すること、本当の
意味で。何が正しいかってことがわかるようになる
と思う。それからとにかく作品を作って、たくさん
の人に見てもらうこと。人との出会いがいろんなこ
とに気付かせてくれるし、紹介ゲームみたいに世
界が広がっていくんだ。有名になっている人で何
もやっていない人なんかいない。僕も学生の時
はとにかく必死に作りまくっていた。やっぱり作ら
ないことには何もはじまらないんだよ。
林　確かに。僕は今の方が「もっと作らないと！」っ
て思ってる。大学の頃からそう思えていたら良かっ
た。
三原　僕も今でも、３日も空いたら「なにかやらな
きゃ！」ってなる。
林　すごくわかります、その気持ち。
三原　たぶんね、焦った方がいいと思うの。テク
ノロジーとアートの戦いなのか、あるいは共生なの
か、僕たちは今、100年に１回の大革命が起きるよ
うな時代の変革期の最中にいる。一生懸命勉強
して時代についていこうっていうことも含めて、何
か新しい表現だったり戦い方だったりを見つけた
方がいいってことを若い子たちにも伝えたいね。モ
ノやコトを生み出せる僕たちは、時代のその先を
提示する側にならなきゃいけないんだから。

「美大生」がモチーフならではの機能的なデザイン 三原さんからエキストラの学生たちにエール

 

今回のコレクションは三原さんが美大生だった自
身の学生時代を思い出しながら、創造力で世界
を明るくしたいという思いを込めて作ったもの。
『Good Inspiration』というテーマやメッセージ
がデザインに盛り込まれているほか、ペンを差せ
るポケットやIDカードのケースなど機能性のあ
る仕掛けが遊び心をくすぐります。

図書館での撮影開始前に行われた、エキストラとして参加

した学生たちとのミーティングの中で、三原さんは

「GU×MIHARAYASUHIRO」のコンセプトにもなってい

る “NEVER BEND YOUR HEAD. ALWAYS HOLD IT HIGH.（下を

向くな、上を向け）”　の言葉を贈り、「コロナの影響もあって

将来がとても暗く見えていると思う。だからといってこの暗さ

と同じ方向を見ていても仕方ない。君たちのクリエイション

で次の時代をつくっていってほしい」と力強く話しました。
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本江邦夫さんの足跡を偲ぶ
学長　建畠晢

　本江邦夫さんが一昨年の６月に世を去られてから、早いものでもう２年近
くになる。長年にわたる多摩美術大学での教員生活を終えられたばかりで、
新たに就任した附属美術館長の仕事に意欲を湧かせていた矢先の急逝で
あった。
　東京国立近代美術館の美術課長という要職にあった彼を多摩美が三顧の
礼を尽くして多摩美にお迎えしたのは1998年のことである。爾来、本江さ
んは期待通り休講は一切しないという教育熱心な姿勢を定年まで貫かれ、
また理事や評議員としてもリーダーシップを発揮された。私は彼と入れ替わ
るようにして一時、大阪の美術館長に転出したが、2015年に学長として復
帰して以降は、大学院の研究科長である彼と文字通り二人三脚を組むよう
にして歩むことになったのである。
　本江さんは美術史家としてはルドンなどの象徴主義についての優れた業績
があり、美術評論家としては絵画論の先鋭な論客であり、また院生や卒業生
など若い画家たちのコレクターでもあった。私個人にとっては、常に歯に衣
着せぬ言い方でアドヴァイスをしてくれる‶一つ年下の兄”のような存在で
あったといってもよい。他に掛け替えのいない方を失ったという思いから、未
だに抜け出すことができないでいる。

追悼 長年にわたり多摩美を支えた先生方の在りし日をしのび、
ゆかりの方々に寄稿いただきました。

本江邦夫 名誉教授 1998年～ 教授（共通教育）
2004年～ 大学院美術研究科長
2019年～ 名誉教授・附属美術館長
2019年6月3日 逝去　70歳

その光の先へ
油画教授・美術学部長　小泉俊己

　安齊さんの訃報を聞いた日、この事実をどう受け止めてよいのか、あまりの突然なことに心の準備がまっ
たく出来ていなかった。
　ここ数年の内に、長澤英俊さん、関根伸夫さんと多摩美の大先輩であり、日本、いや世界の美術界にとっ
ての巨星であるお二人が相次いで旅立たれてしまった。そして、その知らせを最も辛く受け止めていたの
が安齊重男その人であった。
　安齊さんの初めての渡欧の際、当地ミラノですでにアーティストとしての位置を固めつつあった長澤英
俊さんとの出会い、そしてそこから始まった互いへのリスペクトと友情。ルチアーノ・ファブロらアルテ・ポー
ヴェラの作家たちを紹介し、安齊さんが世界への活動を広げる、その扉を開いたのも長澤さんである。そ
の後、長澤さんはベネチア・ビエンナーレ、カッセル・ドクメンタなどへの参加によってその評価を不動のも
のとし、イタリアで最も尊敬される現代美術家の一人となった。
　そしてもの派の代表的な作家である関根伸夫さん。1968年須磨離宮公園で発表した「位相―大地」は
現代日本美術界で最も重要な作品であり、また出来事でもあった。その発表初期から安齊さんが写した
記録は、完成した作品写真だけでなく、制作の過程や設置の現場にも及んだ。作家に寄り添うその撮影ス
タイルは、その後自らを現代美術の伴走者と呼ぶ所以でもある。安齊さんにとってその二人のアーティス
トとの関係は特別であったのだ。
　安齊さんは2004年から本学の油画専攻の客員教授として多くの学生や卒業生と関わった。2009年
学生とともに作り上げた現代美術の入門書とも言える『水曜日５限目』の冊子制作と展覧会の開催。
2015年には本学の80周年事業として、またアートテークのお披露目の展覧会として「多摩美をめぐる
人々」「もの派-70年代」。2015年から3年間、文化庁から助成を受けた埼玉県立近代美術館との共同
研究「もの派資料」では写真提供とシンポジウムパネリスト、展覧会発表等、その他多くの企画や教育活
動にご協力いただいた。それらの活動で得られた資料、データをもとに「安齊重男フォトアーカイヴ」として、
安齊さんから直接ご指導いただきながら、その構築に向けて歩みだしたばかりであった。
　若い人が好きだった。真剣に美術に向かうアーティストには年齢を問わずリスペクトし、伴走者として
全力でサポートした。そして自らがもっとも美術を愛し、信じていた。
　安齊さんの半世紀以上にわたる全ての仕事、また交友について語るには紙幅が足りない。一枚のカット
について質問すれば、とめどなく出てくる安齊節をもっともっと聞いておきたかった。いや、聞いておくべき
だった。そして我々アーティストにとって、安齊さんに作品を見てもらえないことが本当に辛い。何故なら
ばどんな批評家より、どんな学芸員より、どんな美術記者より、あるいはどんなアーティストより、最も現
代美術を見ていた最高の目利きだったから。
　本学キャンパスの正門には関根さんの〈空相〉が、東門を入ると長澤さんの〈TINDARI〉が私たちを迎え
てくれる。そして多摩美術大学アートアーカイヴセンターの「安齊重男フォトアーカイヴ」は、現代日本美
術研究の貴重な資料として、今後の研究に大きく寄与することを確信する。
　それぞれはあまりに大きな星であった。しかしその光は消えることはない。遺された作品群、また記録や
記憶の全てをもって、私たちにとってのメルクマールとして燦然と輝き続けることだろう。そしてその輝き
こそ、さらにその先を目指すことを私たちに託している光であるとも思えるのである。

安齊重男 客員教授

2004年～ 客員教授（油画）
2015年　 多摩美術大学アートテークにて個展
　　　　　「多摩美をめぐる人々」
　　　　　「もの派－70年代」
2020年8月13日 逝去　81歳

室さん
名誉教授　堀浩哉

　「室さん」こと室越健美さんとぼくは同い歳だった。1947年、戦争が終わっ
て２年目、有史以来最もたくさんの子どもが生まれて「団塊の世代」と後に命
名された戦後第一世代。急拵えの民主主義教育、その実験の矛盾と栄光と
悲惨のすべてを背負わされた世代。だからぼくらには信頼できる前例もなく、
ぼくら自身が躓きながら道を切り開くしかなかった。
　ぼくは学生運動などで寄り道をし、室さんは「７浪」という寄り道をし、その
後もお互いにずいぶん離れた道の切り開き方をしながら、50代半ばで多摩
美大の教員として初めて出会った。でも出会って間もなく、道程は全く異なっ
てきたのに「同志」であると思えた。
　それはぼくの勝手な思い込みで、室さんはひたすらがまんしてくれていただ
けなのかもしれないけれど、室さんとは（学生諸君を見つめながら）遠い希望
や、遠い目標や、遠い喜びを共有している、と確信することができた。また一
緒にシングルモルトのスコッチを飲みながら、話したかったのに。

室越健美 名誉教授 1992年～ 講師（油画）
1993年～ 同助教授
1998年～ 同教授
2017年～ 名誉教授
2020年4月8日 逝去　72歳

関根伸夫 客員教授
2019年5月13日 
ロサンゼルスにて逝去　76歳

長澤英俊 客員教授
2018年3月24日 ミラノにて逝去　77歳

関根伸夫〈「空相」をめぐる一つのプレゼンテーション〉

1972

2004 2007

1991

長澤英俊〈TINDARI〉　　　　　

2019 -2020
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学校法人多摩美術大学　平成31年度会計報告
1.資金収支計算 【資金収支計算総括表】資金収支計算について、その主な内容を報告します。

自 平成31年4月1日
至 令和2年3月31日

2.事業活動収支計算 【事業活動収支計算総括表】事業活動収支計算について、その主な内容を報告します。

収入の部 （単位：千円）

（単位：千円）

支出の部 （単位：千円）
 科目 予算 決算 差異

教
育
活
動
収
支

学生生徒等納付金収入 7,754,257 7,793,995 △39,738 ①
手数料収入 201,850 205,954 △4,104
寄付金収入 1,850 8,072 △6,222 ②
補助金収入 501,100 505,974 △4,874 ③
（うち、国庫補助金収入） （500,000） （504,843） （△4,843）
（　〃　地方公共団体補助金収入） （400） （431） （△31）
（　〃　学術研究振興資金収入） （700） （700） （0）
資産売却収入 400,000 400,000 0 ④
付随事業・収益事業収入 29,050 39,997 △10,947 ⑤
受取利息・配当金収入 48,000 70,311 △22,311 ⑥
雑収入 126,000 181,998 △55,998
借入金等収入 0 0 0
前受金収入 3,403,430 3,909,833 △506,403
その他の収入 415,156 423,518 △8,362
資金収入調整勘定 △4,005,611 △4,028,998 23,387
当年度資金収入合計（A） 8,875,082 9,510,654 △635,572
前年度繰越支払資金 15,557,281 15,557,281 ――     
収入の部合計 24,432,363 25,067,935 △635,572

 科目 予算 決算 差異
人件費支出 4,105,927  3,932,495  173,432 ⑦
教育研究経費支出 2,127,050  1,947,786  179,264 ⑧
管理経費支出 569,550  519,402  50,148
借入金等利息支出 0  0  0
借入金等返済支出 0  0  0
施設関係支出 1,936,600  1,724,186  212,414 ⑨
設備関係支出 498,850  351,034  147,816
資産運用支出 1,542,400  1,442,017  100,383 ⑩
その他の支出 315,975  315,934  41
予備費 360,800  ――       360,800
資金支出調整勘定 △406,847  △426,770  19,923
当年度資金支出合計（B） 11,050,305  9,806,084  1,244,221
翌年度繰越支払資金 13,382,058  15,261,851  △1,879,793 ⑪
支出の部合計 24,432,363  25,067,935  △635,572
    
当年度資金収支差額（A）-（B） △2,175,223  △295,430  △1,879,793

3.貸借対照表（兼財産目録） 貸借対照表について、前年度からの増減を報告します。 令和2年 3月31日

資産の部 （単位：千円） 負債の部 （単位：千円）
科目  本年度末 前年度末 増減

固定資産 （57,021,808） （55,273,964） （1,747,844）
　有形固定資産 （35,794,483） （34,975,920） （818,563）
　　土地 （198,947.99㎡） 14,275,479  14,275,479  0
　　建物 （110,808.97㎡） 14,061,674  14,654,194  △592,520 ①
　　構 築 物 （357件） 1,931,813  2,106,614  △174,801
　　教育研究用機器備品（11,359点） 1,076,424  1,094,106  △17,682 ②
　　管理用機器備品（467点） 39,410  34,770  4,640
　　図書 （220,909冊） 1,452,539  1,418,522  34,017
　　美術参考品 （7,819点） 1,352,759  1,328,638  24,121 ③
　　美術参考資料 （368種） 64,231  58,191  6,040
　　車両 （9台） 3,570  5,086  △1,516
　　建設仮勘定（3件） 1,536,584  320  1,536,264
　特定資産 （18,750,764） （17,726,921） （1,023,843） ④
　　第2号基本金引当特定資産 7,019,625  7,019,624  1
　　第3号基本金引当特定資産 375,013  372,613  2,400
　　減価償却引当特定資産 9,300,000  8,300,000  1,000,000
　　退職給与引当特定資産 1,978,841  1,949,124  29,717

　　多摩美術大学創立80周年記念
　　奨学基金引当特定資産 　77,285  85,560  △8,275

　その他の固定資産 （2,476,561） （2,571,123） （△94,562）
　　電話加入権（38台） 2,273  2,273  0
　　ソフトウェア（7件） 55,428  58,404  △2,976
　　有価証券 2,417,461  2,508,971  △91,510
　 　　うち、（1）利付国債 617,481  809,163  △191,682
　　　   〃   （2）財投機関債 299,980  499,808  △199,828
　　 　  〃   （3）銀行債 1,000,000  900,000  100,000
　　 　  〃   （4）事業債 500,000  300,000  200,000
　　差入保証金 1,266  1,266  0
　　長期貸付金 133  209  △76
流動資産 （15,474,733） （15,917,433） （△442,700） ⑤
　　現金預金 15,261,852  15,557,281  △295,429
　　未収入金 146,405  302,886  △156,481
　　前払金 65,919  56,848  9,071
　　立替金 557  418  139
資産の部合計 72,496,541  71,191,397  1,305,144

科目  本年度末 前年度末 増減
固定負債 （1,978,841） （1,949,124） （29,717） ⑥
　退職給与引当金 1,978,841  1,949,124  29,717
流動負債 （4,577,271） （4,419,327） （345,605）
　未払金 374,672  254,625  120,047
　前受金 3,909,852  3,882,612  27,240
　預り金 292,747  282,090  10,657
負債の部合計 6,556,112  6,368,451  187,661

純資産の部 （単位：千円）
科目  本年度末 前年度末 増減

基本金 （68,549,999） （66,908,159） （1,641,840）
　第１号基本金 60,675,362  59,035,922  1,639,440 ⑦
　第２号基本金 7,019,624  7,019,624  0
　第３号基本金 375,013  372,613  2,400
　第４号基本金 480,000  480,000  0
繰越収支差額 （△2,609,570） （△2,085,213） （△524,357）
　翌年度繰越収支差額 △2,609,570  △2,085,213  △524,357
純資産の部合計 65,940,429  64,822,946  1,117,483
負債及び純資産の部合計 72,496,541  71,191,397  1,305,144

減価償却額の累計額 24,958,867  24,038,755  920,112
基本金未組入額 135,690  39,431  96,259

4.財務比率〈平成29年度から平成31年度〉 ※芸術系平均値は、日本私立学校振興・共済事業団
【今日の私学財政】平成31年度版より算出しました。

△… 高い方が良い　▼… 低い方が良い　―… どちらとも言えない

 項目 算式 評価 平成 平成 平成 芸術系
    29年度 30年度 31年度 平均値

 人件費比率 人件費 ▼ 44.5%   45.7%   45.0%   54.7%  
  経常収入

人件費依存率 人件費 ▼ 51.2%   52.9%   50.8%   69.1%    学生生徒等納付金      

管理経費比率 管理経費 ▼ 4.6%   4.7%   6.2%   11.1%  
  経常収入      

借入金等利息比率 借入金等利息 ▼ 0.1%   0.1%   0.0%   0.1%  
  経常収入      

事業活動支出比率 事業活動支出 ▼ 85.4%   85.2%   87.3%   98.3%  
  事業活動収入      

基本金組入後 事業活動支出 ▼ 86.0%   85.2%   107.3%  112.0%  
 収支比率 事業活動収入ｰ基本金組入額

固定資産構成比率 固定資産 ▼ 78.8%   77.6%   78.7%   87.8%  
  総資産

 科目 予算 決算 差異
学生生徒等納付金 7,754,257 7,793,995 △39,738
手数料 201,850 205,954 △4,104
寄付金 1,550 8,168 △6,618
経常費等補助金 501,100 505,974 △4,874
付随事業収入 29,050 39,997 △10,947
雑収入 126,000 181,998 △55,998 ①
教育活動収入計 8,613,807 8,736,086 △122,279
人件費 4,155,827 3,962,212 193,615 ②
教育研究経費 3,407,050 3,154,274 252,776 ③
（うち減価償却額） 1,280,000 1,205,878 74,122
管理経費 603,550 549,900 53,650
（うち減価償却額） 84,000 74,496 9,504
徴収不能額 0 0 0
教育活動支出計 8,166,427 7,666,386 500,041
教育活動収支差額 447,380 1,069,700 △622,320

①大学院の定員充足等により予算額を上回りました。
②多摩美サポーター募金による恒常的な募集により予算
額を上回りました。

③私立大学経常費補助金5億484万円、うち特別補助
4,969万円（国際交流の基盤整備1,327万円､大学院
等の機能高度化1,560万円､授業料減免及び学生の
経済的支援2,082万円）の交付がありました。

　前年度より特別補助額は減少し、一般補助額も学校配
点が下がり減少しました。 

④利付国庫債券1億円、財投機関債券３億円の有価証券
満期償還額です。 

⑤生涯学習講座による公開講座収入や教員免許更新講習
料収入は減少しましたが、受託研究収入が増加し、予
算額を上回りました。 

⑥長期金利は低水準が継続していますが、銀行の定期預
金から債券の新規購入による資産運用額を増額し、運
用利回りを高めたことにより予算額を上回りました。

【比率分析の見方】
● 人件費比率＝経常収入に対する人件費割合を示す比率
で低い方が望ましい。

● 人件費依存率＝学生生徒等納付金に対する人件費割
合で一般的には低い方が望ましい。

● 管理経費比率＝経常収入に対する管理経費の割合で低
い方が良い。本学では特に節減に力を入れている。

● 借入金等利息比率＝低い方が良い。本学は平成30年
度に完済となり、借入金はない。

● 事業活動支出比率＝人件費や管理経費、教育研究経
費などで消費された比率で低いほど安定し自己資金は
充実する。

● 基本金組入後収支比率＝「事業活動収入ｰ基本金組入
額」に対する事業活動支出の割合で低い方が良い。
100％を超えると支出超過。

● 固定資産構成比率＝総資産に占める固定資産の割合で
低い方が良い。比率が特に高い場合は流動性に欠ける。

● 総負債比率＝低い方が良い。総資産に対する他人資金

の割合、50％を超えると負債総額が自己資金を上回る。
● 補助金比率＝高い方が良い。私立大学等経常費補助
金や競争的資金等の積極的な獲得のための取り組みが
必要。

● 基本金組入比率＝資産の充実のためには高い方が良い
とされる。

● 基本金比率＝基本金組入対象（教育研究用）資産の自
己資金取得による割合で高い方が良い。

● 教育研究経費比率＝経常収入に対する教育研究活動

費用の割合で高い方が良い。
● 学生生徒等納付金比率＝経常収入に対する学生生徒等
納付金の割合で経常収入の中で最もウエートが高く安
定推移が良い。学費のみに依存しない体制作りが重要。

● 減価償却額比率＝経常支出に対する減価償却額の割
合で、実質的には消費されずに留保される資金。

①キャンパス内各棟トイレ・実習室改修、ガラス溶解炉改
修他。

②iMac、3Dプリンター、移動型調光器他。 
③寺田コレクション56点、野口裕史金属工芸作品3点、
長谷川路可油画作品1点他。 

④第3号基本金引当特定資産は寄付金による基本金増に
より240万円の増加。減価償却引当特定資産残高は
10億円増額し93億円。退職給与引当特定資産残高は
退職給与引当金が増加したことから2,971万円増の
19億7,884万円。多摩美術大学創立80周年記念奨
学基金引当特定資産残高は奨学金給付による取崩し
990万円と寄付金及び利付国債による運用益163万
円との差額827万円の減少。  

　保有の有価証券は、引当特定資産分を含め49億3,000
万円（令和2年3月末現在の取得価額に対する評価はプ

ラス1億3,523万円）で前年度比4億円の増加。
⑤現金預金残高は前年度比2億9,543万円減少し152
億6,185万円、退職金財団交付金等の未収入金が1
億5,648万円減少し1億4,640万円、前払金は907
万円増加し6,592万円。

⑥退職給与引当金残高は312名分で2,972万円増の19
億7,884万円。 

⑦第1号基本金＝平成31年度の組入額（資産取得）21
億175万円と前年度未組入高の組入れ分3,943万円
の合計から当年度除却資産分の基本金組入額3億
6,606万円と未払金による未組入れ分1億3,568万
円を除いた16億3,944万円を組入れました。

①退職金財団からの交付金、科学研究費補助金間接経
費等により予算を上回りました。 

②退職給与引当金は前年度実績より減少し、所定福利費
は増加しましたが、全体的に減少したことにより、人件
費は予算を下回りました。 

③前年度実績比では、消耗品費、営繕費等が増加しまし
たが、減価償却額等の減少により、全体額は予算を下
回りました。 

④額面以下の価格で購入し運用していた債券（利付国庫
債、財投機関債）の満期償還による額面と購入額の差
額です。 

⑤個人から美術参考品56点、1,012万円、科学研究費補
助金から購入した教育研究用機器備品7点、133万円相
当額の寄贈や施設設備に対する寄付金等がありました。

⑥図書の汚損・紛失・除籍による処分差額です。 
⑦上記の結果、事業活動収入は88億3,366万円となり
予算を上回りました。

　また、基本金組入前当年度収支差額比率は12.7％に
なりました。これは今後の継続的な施設整備計画の資
金に充当されます。 

　当年度の収支差額は△5億2,435万円となり翌年度繰
越収支差額は△26億957万円となりました。この繰越
収支差額は、将来計画にかかる基本金の先行組入れ
（70億円）や借入金に頼らない施設設備充実の結果生
じた基本金組入れによるもので、長期的な改善を計り、
今後も事業活動収支の均衡がとれた運営を目指します。

⑦人件費全体が抑えられたことにより、予算額を下回りま
した。
⑧消耗品費、旅費交通費、修繕費、営繕費、学生管理費、
業務委託費等が昨年度決算額よりも増加しましたが、
光熱水費や印刷費、賃借料等の減少もあり全体として
は予算額を下回りました。

⑨八王子キャンパス…デザイン棟・共通教育棟等のトイレ
改修、絵画北棟1階版画実習室改修、工芸棟ガラス溶
解炉の改修、メディアセンター B1階･3階GHP空調
機更新、図書館「透明梁」設置、メディアセンター 1階
メディアホール･コンセントボックス増設工事等。

　上野毛キャンパス…演劇スタジオ舞台吊物設備昇降バ
トンケーブル工事。
　山中セミナーハウス…業務用無線LAN設置工事。
⑩減価償却引当特定資産を10億円増額（合計93億円）
しました。
　多摩美サポーター募金により第３号基本金引当特定資
産を増額しました。

　有価証券を新規に購入しました。
⑪上記により翌年度繰越支払資金が予算対比では増加、
前年度決算額対比では△2億9,543万円減少しました。

（単位：千円）

特
別
収
支

 科目 予算 決算 差異
資産売却差額 216 216 0 ④
その他の特別収入 10,300 27,053 △16,753 ⑤
特別収入計 10,516 27,269 △16,753
資産処分差額 7,800 5,798 2,002 ⑥
その他の特別支出 50,000 43,998 6,002
特別支出計 57,800 49,796 8,004
特別収支差額 △47,284 △22,527 △24,757

教
育
活
動
外
収
支

 科目 予算 決算 差異
受取利息・配当金 48,000 70,311 △22,311
その他の教育活動外収入 0 0 0
教育活動外収入計 48,000 70,311 △22,311
借入金等利息 0 0 0
その他の教育活動外支出 0 0 0
教育活動外支出計 0 0 0
教育活動外収支差額 48,000 70,311 △22,311

経常収支差額 495,380 1,140,011 △644,631

[ 予備費 ] 368,850 ――     368,850
基本金組入前当年度収支差額比率（注 0.9% 12.7% ――     
基本金組入前当年度収支差額 79,246 1,117,484 △1,038,238
基本金組入額合計 △1,976,939 △1,641,841 △335,098
当年度収支差額 △1,897,693 △524,357 △1,373,336
前年度繰越収支差額 △2,085,213 △2,085,213 0
基本金取崩額 0 0 0
翌年度繰越収支差額 △3,982,906 △2,609,570 △1,373,336 ⑦
事業活動収入計 8,672,323  8,833,666  △161,343
事業活動支出計 8,593,077  7,716,182  876,895

注 ： 基本金組入前当年度収支差額比率＝基本金組入前当年度収支差額÷事業活動収入計×100

事業活動収入（88.3億円）の構成比率 事業活動支出（77.2億円）の構成比率

学生生徒等納付金
88.23%

手数料
2.33%

寄付金
0.09%

経常費等補助金
5.73% 付随事業

収入
0.45%

雑収入 2.06%

受取利息・配当金 0.80%
その他の特別収入

0.31%

人件費
51.34%

教育研究経費
40.88%

管理経費
7.13%

資産処分差額
0.08%

その他の特別支出
0.57%

平成31年度末における本学の財政状況は、学費収入を柱とした安定した収入と、適正な予算配分と管理による支出
を徹底することで、しっかりとした経営基盤を維持しています。この良好な状態は各財務比率でも示されています。
本学は継続的な人件費支出の圧縮や管理経費支出の節減等により、新規の施設設備整備計画に充てるための資金ス
トックや毎年度の収支差額に不足はなく、今後も安定的な教育運営資金が確保されています。

会計・事業報告につきましては、以下のURL、または
右の二次元コードからご覧いただくことができます。
https://www.tamabi.ac.jp/prof/financial/

まとめ

 項目 算式 評価 平成 平成 平成 芸術系
    29年度 30年度 31年度 平均値

 総負債比率 総負債 ▼ 9.3%   8.9%   9.0%   11.0%  
  総資産      

補助金比率 補助金 △ 6.7%   6.2%   5.7%   9.8%    事業活動収入      

基本金組入比率 基本金組入額 △ 0.7%   0.1%   18.6%   12.3%  
  事業活動収入      

基本金比率 基本金 △ 100.0%   100.0%   99.8%   97.3%  
  基本金要組入額      

教育研究経費比率 教育研究経費 △ 36.6%   34.7%   35.8%   33.5%  
  　経常収入      

学生生徒等納付金 学生生徒等納付金 △ 86.9%   86.4%   88.5%   79.1%  
 比率 経常収入      

減価償却額比率 減価償却額 ― 19.2%   17.7%   16.7%   13.7%  
  経常支出 
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大学直営の学生寮
「多摩美オリーブ館」が完成
八王子キャンパス隣接地に女子学生寮「多摩美
オリーブ館（TAMABI OLIVE DORM）」が完成
し、2021年4月から運営を開始します。本館は、
地上5階建ての鉄筋コンクリート造で、2つの円
弧が向かい合い、中庭には風が抜けるよう設計さ
れています。1階にはダイニングやホールなどの
共用スペースがあり、2階から5階には学生の居
室・全186室を完備。勉強机・ベッド・ユニットバ
ス・トイレ付きで、勉強机は作品を制作する時の
作業台にもなるように作られています。また、各
階にはランドリーとキッチンスタジオがそれぞれ
備えられています。オリーブ館の命名は、オリー
ブが荒地などの厳しい環境下でも良く育つ、非常
にたくましい木であることに由来します。学生た
ちにもたくましく強く、素晴らしい人材になってほ
しいとの願いを込めて付けられました。

美術学部卒業制作展・
大学院修了制作展A日程を開催
1月14日～17日、八王子キャンパスで美術学部
卒業制作展・大学院修了制作展A日程を開催し
ました。実施したのは、日本画、油画、版画、彫刻、
工芸、環境デザイン、メディア芸術、情報デザイ
ンと、今年度新たにテキスタイルデザインを加え

た9学科・専攻・コースです。今年度も実施学科
合同で選抜作品をアートテークに展示する「選抜
展」を開催したほか、感染症対策を施しながら公
開講評会なども行いました。3月13日から始ま
るB日程では、6学科・専攻・コースが展示を行う
予定です（本誌P.21参照）。

「多摩美の版画、50年」展を開催。
オンラインイベントも多数実施
多摩美術大学美術館で1月6日～2月14日に、
「多摩美の版画、50年」展を開催しました。本展
は、本学における版画教育開始50周年を記念
し、版画専攻が企画したものです。駒井哲郎、李
禹煥、加山又造、和田誠など、本学にゆかりのあ
る多彩な作家62名の版画作品を、「版画のコア」
「版画と絵画」「版画と写真」「版画ともの派」「版
画と現代美術」「版画とデザイン」という6つの
テーマに分類し展示。会期中に多数行われたオ
ンライントークイベントの様子は、
美術館HPおよび本展特設サイトよ
りアーカイブ動画で視聴できます。

「EWS」の特任教授も参加。
アキバタマビ21特別インタビュー
2020年に設立10周年を迎えたアキバタマビ
21。コロナ禍の現在、アーティスト活動はいか
にあり得るのか、これまでの振り返りとともに
行った4組のアーティスト・インタビュー映像
「出品作家に『今』を聞く／EWS教授に『世界』を
聞く」を1月15日～2月14日に上映しました。
エクスペリメンタルワークショップ（EWS）のア
ピチャッポン・ウィーラセタクン教授と塩田千春
教授には世界を舞台に生きることに
ついてお話を伺っています。インタ
ビュー内容はHPでも公開中です。

日立製作所とサービスデザインに
関する産学共同研究を実施
情報デザインコースの3年次演習（担当教員: 吉
橋昭夫准教授）で、株式会社日立製作所と連携
し、「信頼」を起点とするサービスデザインに関す
る産学共同研究を実施しました。学生たちは昨
年9月から約5カ月をかけて『生活の中の身近に
ある信頼』を深掘りし、実証のプロセスを踏むこ
とを徹底する中で新しい「信頼のかたち」を考案。
それを基にした新しいサービスをデザインし、利
用者の経験をかたちにすることに取り組みまし
た。1月20日にオンラインで行われた成果報告
会では、口コミを集めて街独自の観光地図を作り
あげるサービスや家庭内のニュースを記録して共
有する家族向けアプリ、初対面でも気軽に話がで
きる雰囲気作りを支援するソーシャルシールの開
発など計11作品を発表。各作品について日立の
デザイナーの皆さんから講評をいただきました。

多摩美×早稲田で、今年度も
起業家育成の連携講座を実施
2017年から続く早稲田大学とプロダクトデザイ
ン専攻との連携講座が今年度も開講されました。
今回から受講対象に情報デザイン学科生も加わ
り、全10回の授業を行いました。本講座は「ビジ
ネスアイデアの『表現力』を鍛えよう！」をテーマ
に、起業家育成を目的とした「ビジネスモデル仮
説検証プログラム」を大学混成のグループワーク
形式で展開するものです。今回は全てオンライン
による受講となりましたが、プロダクトデザイン・
大橋由三子教授による「アイディエーション」の
授業に、アートディレクターの上野隆文先生によ
るプレゼンテーションテクニックのレクチャーも
加わるなど、カリキュラムも進化を続けています。
受講生らは最終プレゼンを経て、2月17日、投
資家らの前でプレゼンする「第3回WASEDA 
Demo Day」に参加しました。その結果、「わせた
ま賞」と「メンター賞」に、プロダクトデザイン3
年・中島健さんのチームによる、画像を予約消
去できる管理アプリ『CalPhoto!』が選ばれまし
た。また、同専攻3年・伊藤百香さんが参加した
チームは、家の中で香りの変化を付けることに
より1日の気持ちの切り替えを助ける『Cycle 
Diffuser』を提案。「メンター賞」を受賞しました。

社会人講座「TCL」が「職業実践力
育成プログラム（BP）」に認定
本学の社会人向け講座「TCL－多摩美術大学ク
リエイティブリーダーシッププログラム」が、
2020年度文部科学省「職業実践力育成プログ
ラム（BP）」の認定を受けました。TCLは「デザイ
ン経営」を社会実装することを目的に、約2カ月
間の履修証明プログラムとして2020年9月に開
講しました。本認定制度は、大学等における社会
人や企業等のニーズに応じた実践的・専門的な
プログラムを「職業実践力育成プログラム（BP）」
として文部科学大臣が認定するものです。2021
年度は5月、9月、2022年1月から始まる3期
間での開講を予定しています。

「DOMANI・明日展2021」に
卒業生3名が選出
国立新美術館で1月30日～3月7日に開催され
た「DOMANI・明日展2021」に、07年大学院彫
刻修了・利部志穂さん、10年大学院油画修了・
髙木大地さん、03年油画卒業・山本篤さんの計
3名が選出されました。同展は海外で実践的に
研修するための渡航費および滞在費を文化庁が
支援する「新進芸術家海外研修制度」の成果発
表展として行われています。この制度では採択結
果が公開されている2010年度以降、のべ51名
の本学出身者が採択されています。

『オリンピックデザイン全史』の
推薦文を青柳正規理事長が担当
2020年12月1日に発売された『オリンピックデ
ザイン全史1896～2020』（河出書房新社）。
1896年第1回アテネ大会から続く近代オリン
ピック125年という全歴史のオリンピックデザイ
ンが集約された翻訳図鑑です。青柳正規理事長
が推薦文を担当し、「誰もこれほどの規模でデザ
インのすごさを眺めたことはないはずだ」と、推薦
の言葉を寄せています。

プロダクトデザインの学生が今年度も
展示と産学交流を行う「屋台トーク」開催
11月26日～28日、八王子キャンパスアートテー
クにて、プロダクトデザイン専攻第2スタジオ
3年生が中心となって企画した「屋台トーク～デ
ザインの、マルチステークホルダーダイアログ～」
が開催されました。学生の作品展示を通して、企
業で活躍する卒業生デザイナーらとオンラインで
交流し、これからの「デザイン」の在り方について
考えを深めました。

小田急電鉄×NTTドコモの
「XRシティTMSHINJUKU」に協力
小田急電鉄株式会社と株式会社NTTドコモ
がすすめる新宿の新たな街づくり「XRシティTM

SHINJUKU」のイベント「XR Collection ＆ 
Museum」。2020年11月18日～23日、本イベ
ントに彫刻学科と工芸学科が協力し、学生および
大学院生の作品計5点を、小田急百貨店新宿店
本館1階中央口前を会場に、スマホアプリで鑑賞
できる新しい形のバーチャルアート展示として行
いました。今回の協力は、小田急電鉄との連携協
力協定に基づいたもので、学生にとってもコロナ
禍における貴重な作品展示の場となりました。

「平出隆 最終講義=展
Air Language program」を開催
2020年12月10日～24日、芸術・平出隆教授
の退職記念展として「平出隆 最終講義=展 Air 
Language program」が開催されました。会場
である八王子キャンパスアートテークおよび図書館
ラボラトリーには、「装幀、印刷、映像、音読の多次
元」を展開。数学と詩学の接続を試行する詩人の、
根源的書物論・芸術論が展覧会となりました。

相澤陽介客員教授が
ヤマト運輸の新制服をデザイン
本学卒業生でテキスタイルデザイン・相澤陽介客
員教授が、ヤマト運輸株式会社の新制服をデザイ
ンしました。2020年9月から着用が始まっている
新制服は、コーポレートカラーの「グリーン」と、
長年親しまれてきた「縦ストライプ」を前面に押し
出したデザインです。生地には、植物由来PET素
材を採用し、特殊な糸加工・生地設計で、伸縮性
が13%向上。「働きやすさ」と「環境への配慮」を
両立させ、配達ドライバーをはじめ、営業所の窓
口担当など、約10万人に着用されています。

「ICAF2020」初のオンライン開催で
タマグラアニメーションを上映
学生アニメーション映画祭「インター・カレッジ・
アニメーション・フェスティバル（ICAF）」。18年
目を迎えた2020年は「SWITCH ONLINE!」の
キャッチコピーを掲げ、2020年9月19日～10月
4日に初めてオンラインで開催されました。本学
からは、グラフィックデザイン学科のアニメーショ
ン作品11作品が出品されました。会期中には、
作品が特設WEBサイト上で公開されたほか、若
手アニメーション作家らへのインタビューを共同
配信するなど、オンラインならではの工夫が凝ら
された映画祭となりました。

映像演出研究会が
リモートで制作した映画に参加
本学の学生クラブ団体の映像演出研究会が、映
画「突然失礼致します！」に参加しました。この映
画は、新型コロナウイルス感染拡大の影響により
創作活動を制限された全国の大学生が、「コロナ
世代、映画で闘う。」をコンセプトに、外出自粛期
間中にリモートで制作した長編オムニバス映画で
す。全国約120大学、合計200人以上の学生
が監督となり、「希望」をテーマに1分以内の映
像作品を制作し、1つの作品としてまとめました。
映像演出研究会からは3作品を出品しており、
昨年10月までの2カ月間、YouTubeで本編が
公開されました。

美術学部卒業制作展・
大学院修了制作展B日程
実施学科・専攻・コース＝グラフィックデザイン、
プロダクトデザイン、芸術、統合デザイン、演劇
舞踊、劇場美術デザイン
会期＝3月13日［土］～ 15日［月］
場所＝八王子キャンパス

3月13日から始まるB日程では、上記6学科・専
攻・コースが八王子キャンパスで展示を行いま
す。ご来場時の諸注意など、詳しくはHPをご確
認ください。

トピックス
Topics & Award

卒業制作展

「選抜展」の展示風景

河井あかりさんの作品：信頼されると期待に応えたくなるという
実証実験の結果から家族向けのアプリを開発

外観

居室に設置された勉強机・ベッドは折りたたみ収納が可能。
広いスペースを確保できる

5階から中庭をのぞむ

「多摩美の版画、50年」展の様子

髙木大地 『Wanderer』 2020

最優秀賞に選ばれたグラフィックデザイン4年・高橋美帆さんが
デザインした卒業・修了制作展ポスター

「平出隆 最終講義=展 Air Language program」の様子

相澤陽介客員教授がデザインしたヤマト運輸の新制服
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した。「CAF賞」は、学生の創作活動の支援と日
本の現代芸術の振興を目的に開催し、日本全国
の高校・大学・大学院・専門学校の学生、および
日本国籍を有し海外の教育機関に在籍する学生
の作品を対象としたアートアワードです。2020
年12月2日～6日には、東京・代官山のヒルサイ
ドフォーラムにて「CAF賞2020入選作品展覧
会」が開催されました。また、同財団が主催する
「CAFAA賞（CAF・アーティスト・アワード）2020」
では、情報デザイン・AKI INOMATA非常勤講
師がファイナリストに選出されています。

「VOCA展2021」に、卒業生と
非常勤講師の計7名がノミネート
「VOCA展2021」において、05年油画卒業・榎
倉冴香さん、12年大学院油画修了・加藤真史さ
ん、04年彫刻卒業・盛圭太さん、科目等履修生
1年（15年造形卒業）・吉國元さん、09年大学院
博士後期満期退学・今井麗さん、13年油画卒業・
武田竜真さん、版画／メディア芸術・永田康祐非
常勤講師の計7名がノミネートされました。本展
は、全国の美術館学芸員、ジャーナリスト、研究
者などに40歳以下の若手作家の推薦を依頼し、
その作家が平面作品の新作を出品するという方
式により、全国各地から未知の優れた才能を紹
介するものです。3月12日～30日には、上野の
森美術館にて「VOCA展2021 現代美術の展望
─新しい平面の作家たち」が開催されます。

ELLE DECOR ITALIA
「30 young talent」に修了生が選出
ELLE DECOR ITALIA30周年の記念として世
界の若手デザイナーを30人紹介する特集ペー
ジ「30 young talent」に13年テキスタイルデザ
イン修了・氷室友里さんが選出されました。氷室
さんは、本学在学中にフィンランドのアアルト大
学に交換留学しジャカード織を修得。大学院で
の修了制作を土台に、オリジナルのテキスタイル
開発へ発展させ注目を浴びました。現在は、オリ
ジナルテキスタイルの開発のほか、企業へのデザ
イン提供や商業施設のアートワーク制作なども
行い、テキスタイルデザイナーとして精力的に活
動しています。

新規採用
● 教務部入試課
 坂本睦月 常勤嘱託
 （2020年11月1日付）

● 学生部学生課
 水谷明 常勤嘱託
 （2020年12月1日付）

● 総合企画部広報課
 加倉井美香 常勤嘱託
● 生涯学習センター事務部

 仲村乃里子 常勤嘱託
 （以上、2021年1月1日付）

退職
● グラフィックデザイン
 橋村実里 助手
 （2020年11月17日付）

2020年度 科学研究費助成事業 採択者
「科学研究費助成事業（科研費）」は、人文・社会
科学から自然科学まで全ての分野にわたり、基
礎から応用までのあらゆる学術研究を格段に発
展させることを目的とする競争的資金で、独創
的・先駆的な研究をする個人の研究者に対する
助成です。また、「ひらめき☆ときめきサイエンス」
は、科研費の研究成果について小・中・高校生に
発信し、直に見る、聞く、ふれることで、科学の
面白さを感じてもらうプログラムです。
● 基盤研究（B）（一般）
　● 植村朋弘教授（情報デザイン）
 幼児のアート的思考を伴うプロジェクト活動
における学びの変容を可視化する実証的研究

● 基盤研究（C）（一般）
　● 鶴岡真弓名誉教授
 エルミタージュ美術館所蔵「黄金の鹿」の神話
と造形表象─「生命再生の鹿角」の研究

　● 佐賀一郎准教授（グラフィックデザイン）
 美術─デザイン史概念を共有・育成するデザ
インアーカイブ群の構築

　● 森脇裕之教授（情報デザイン）
 メディアアート作品の修復・復元作業から見
た作品分析方法の研究

　● 大島徹也准教授（芸術）
 もう一つの抽象表現主義史─抽象表現主義
者たちの自主的集団活動についての考察

　● 菅俊一講師（統合デザイン）
 手がかりの提示による空間における身体誘導
のための新しいメディア表現方法論の研究

　● 木下京子教授（共通教育）
 近世杉戸絵に関わる総合的研究
　● 中村寛准教授（共通教育）
 アメリカ社会の暴力と反暴力・脱暴力の試み
に関する人類学的研究

● 若手研究
　● 後藤正矢講師（共通教育）
 大学における幼稚園教員養成の歴史的研究
　● 中嶋英樹講師（共通教育）
 1880年代から1920年代の英国小説におけ
る「散漫な注意」の技法

　● 堤涼子助教（大学院）
 住まいの屋外空間における生活者によるデザ
インの実態とプロセスの研究

　● 陳芃宇助教（大学院）
 近代日本画における画紙の特質による技法の展開

● 研究成果公開促進費
 ［研究成果公開発表（B）（ひらめき☆ときめき
サイエンス～ようこそ大学の研究室へ～
KAKENHI）］

　● 深津裕子教授（共通教育）
 テキスタイル × SDGs入門：植物を編んでエ
コロジカルな生活デザイン

　● 高梨美穂准教授（共通教育）
 成長することば（昔の自分・今の自分）─こと
ばを学んで自己紹介絵本を作ってみよう！

2020年度 科学研究費以外の
公的な助成事業 採択者
● ［独立行政法人日本学術振興会］二国間交流
事業　共同研究・セミナー

　● 木下京子教授（共通教育）
 アーサー・トレス・コレクションの研究と目録化
● ［文化庁］文化芸術振興費補助金（メディア芸
術アーカイブ推進支援事業）

　● 森脇裕之教授（情報デザイン）
 山口勝弘ビデオ彫刻アーカイブ事業
● ［日本私立学校振興・共済事業団］学術研究
振興資金

　● 深津裕子教授（共通教育）
 日本とアジアの群島を結ぶ文様研究（副題：
先端メディアによるデザインアーカイブ構築）

● ［独立行政法人科学技術振興機構］戦略的創
造研究推進事業（CREST）

 領域:〔ナノエレクトロニクス〕 素材・デバイス・
システム融合による革新的ナノエレクトロニ
クスの創成

　● 濱田芳治教授（プロダクトデザイン）
 超高速・超低電力・超大面積エレクトロミズム
「エレクトロクロミックデバイスの美術応用」
● ［経済産業省］省エネルギー等に関する国際
標準の獲得・普及事業委託費

　● 楠房子教授（情報デザイン）
 超省エネ反射型壁面表示タイルユニット（電
子タイル）に関する国際標準化

髙木晃 名誉教授
2020年8月20日 86歳
 1970年～ 助教授（デザイン科立体）
 1977年～ 同教授
 1998年～ 教授（生産デザイン学科プロダクト

デザイン専攻)
 2004年～ 名誉教授

福島誠 名誉教授
2020年12月12日 88歳
 1970年～ 講師（絵画学科油画専攻）
 1971年～ 同助教授
 1988年～ 同教授
 2003年～ 名誉教授

謹んでお悔やみ申し上げ、ご冥福をお祈り致します。

辻惟雄名誉教授が
「第8回日本学賞」を受賞
本学元学長の辻惟雄名誉教授が、「第8回日本
学賞」を受賞し、2020年11月23日に、東京・
千代田区の学士会館で授賞式が行われました。
一般社団法人日本学基金が主催する日本学賞
は、日本文化の価値などを研究する「日本学」の
各分野における、選考時点での最高の業績を顕
彰するものです。対象となった業績は、「美術史
における独自の視角」です。従来、特異で異端視
されてきた画家、特に伊藤若冲その他の江戸期
浮世絵の作家に対し、「異端をむしろ万物に対す
る熟視と捉えたことによって、より豊穣な日本美
術史を叙述した」と高く評価されました。

アーティゾン美術館が
「日本空間デザイン賞2020」金賞を受賞
環境デザイン・米谷ひろし教授が代表を務める
TONERICO:INC.が設計したアーティゾン美術
館が、「日本空間デザイン賞2020」の博物館・文
化空間部門において金賞を受賞しました。本ア
ワードは、一般社団法人日本空間デザイン協会
と一般社団法人日本商環境デザイン協会が主催
する、日本最大級の空間デザインアワードです。
アーティゾン美術館は、東京・京橋の地で愛され
てきたブリヂストン美術館が館名を変更し、
2020年1月に新しい美術館として開館したもの
です。1階のエントランスでは、吹き抜けの空間
に設けられた壁面によって動線が整理され、
ミュージアムショップのある2階への期待感が高
まるデザインになっています。

海老塚耕一教授が
「文部科学大臣表彰」を受賞
芸術・海老塚耕一教授が、2020年度「障害者の
生涯学習支援活動」に係る「文部科学大臣表彰」
を受賞しました。この表彰は、文部科学省が障が
い者の生涯を通じた多様な学習を支える活動を
行う個人または団体について、活動内容が他の
模範と認められるものに対し、その功績をたたえ
るものです。障がいのある人にとって、「鑑賞する
楽しさ」「創作、表現する楽しさや充実」を感じる
機会の提供や、文化芸術活動を通じて自己表現
への興味喚起、学びの意欲につながっていると評
価され、今回の受賞となりました。

プロダクトデザインの学生が
東京理科大学や早稲田大学大学院生ら
と組んでハッカソンなどで受賞
プロダクトデザイン2年・高橋凜太郎さんは
2020年11月、東京理科大学主催による「東京
理科大学EDGE-NEXT事業 アフターコロナハッ
カソン・フェーズ2」に参加。「アフターコロナにお
けるヘルスケアプロダクト」というテーマに、東京
理科大学大学院生、同大学3年生、早稲田大学
大学院生ら4名の合同チームで挑み、呼吸でメ
ンタルヘルスを自己改善するアプリ『rebre』を
開発。計8チームの中から「アイディア賞」を受賞
しました。また、同年12月に行われた「KYOTO 
大学生グローバルベンチャーコンテスト2020 
Online」にも、早稲田大学大学院生と2名で同ア
プリをブラッシュアップしてエントリーし、「二等
賞・京都リサーチパーク賞」を受賞。高橋さんは
アプリのUIやビジュアルデザインだけでなく、全
編の英訳も担当したということです。

「Japan Six Sheet Award 2020」で
卒業生が金・銀・銅賞を受賞
屋外広告のクリエイティブ賞「Japan Six Sheet 
Award 2020」で、13年グラフィックデザイン卒
業・田中暢さん（株式会社アドブレーン）が金賞
を、15年グラフィックデザイン卒業・大石知足さ
ん（株式会社エー・ティ・エー）が銀賞を、13年情
報デザイン卒業・岡直哉さん（ヤフー株式会社）が
銅賞を受賞しました。このアワードは、日本にお
ける屋外広告、とりわけシックスシートフォーマッ
ト（タテ1755mm × ヨコ1185mm）での表現
技術の向上を目的として2012年にスタートし、
2020年で9回目の開催となります。協賛各社か
ら出題される課題を解決するクリエイティブアイ
デアに加え、都市の建築物や街並みと調和がと
れた魅力的なデザインによって、都市景観に美し
さをもたらすような優れた作品を評価するもので
す。受賞作品は2020年12月以降、東京都内お
よび全国主要都市で実際に掲出されました。

油画の学生が「シェル美術賞2020」で
鷲田めるろ審査員賞を受賞
次世代を担う若手作家のための公募展「シェル美
術賞2020」にて、油画3年・堺大輝さんの作品
『Self-Portrait』が鷲田めるろ審査員賞を受賞しま
した。また、堺さんの受賞に加え本学学生、卒業
生の計6名が入選しています。今回、昨年を超え
る846点の応募作品の中から選ばれた同作品は
自画像をテーマにしており、2020年12月9日～
21日に国立新美術館で開催された「シェル美術賞
展2020」で展示されました。

「ドローイングとは何か」展で
卒業生が大賞・準大賞を受賞
第9回「ドローイングとは何か」展で、06年造形
卒業・清野和正さんが大賞を、03年油画卒業・
酒井崇さんが準大賞を受賞しました。本展は優
れたドローイング作品を見出し、国際基準に見
合ったドローイング展を開催することを目的とし
た公募展です。今年度は全国から153名、計
258点の応募があり、第1次・第2次審査が行わ
れた結果、入賞作品4点、入選作品34点が決
定しました。1月20日～26日には、東京都美術
館で入賞・入選作品展が行われました。

「CAF賞2020」「CAFAA賞2020」
にてファイナリストに選出
公益財団法人現代芸術振興財団が主催する
「CAF賞2020」にて大学院統合デザイン1年・
板倉諄哉さんが所属するクリエイティブユニット
Oku Project（多摩美術大学大学院・東京藝術
大学大学院）と、20年大学院情報デザイン修了・
ヒラヤマナツホさんがファイナリストに選出されま

訃報

Topics & Award

1階 エントランス

田中暢（株式会社アドブレーン ）課題：綾鷹

受賞

人事異動

研究活動

堺大輝『Self-Portrait』

清野和正『かけがえのないもの3』

※2021年1月29日時点の情報です



本学の新型コロナウイルス感染症対策に準じて、開場時間や内容が変更となることがございます。HPで事前に確認してからご来場ください。

「TAMABI NEWS」では受賞や活動報告を募集しています。総合企画部（TEL：03-3702-1168 ／ e-mail：news@tamabi.ac.jp）までお知らせください。 
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近藤先生の面白授業
日中比較美術史
近藤秀實 著（名誉教授）
合同フォレスト｜2月10日刊｜
2,500円+税

熊楠 生命と霊性
安藤礼二 著（芸術｜教授）
河出書房新社｜
2020年12月29日刊｜
2,400円+税

現代日本画の系譜―タマビDNA展

展覧会

新刊

第一会場：多摩美術大学美術館
4月3日［土］～ 6月20日［日］
火曜休館 ※5月4日（火・祝）は開館、5月6日（木）休館
10:00 ～ 17:00（最終入館16:30まで）
　
第二会場：多摩美術大学アートテークギャラリー
4月3日［土］～ 5月7日［金］
日曜休館 ※5月3日（月・祝）、5月4日（火・祝）休館10:00 ～ 17:00（最終日のみ15:00まで）

1963年に加山又造が、その2年後に横山操が本学に着任し、この個性あふ
れる魅力的な二人が手を携えて教鞭を執ることにより、日本画の因習や伝統
に囚われない自由な発想による日本画教育が行われ、多くの作家たちを輩出
しました。以降、加山・横山の精神は継承され、本学では日本画を出自とした
様々な表現を尊重し、多彩な作家を育成してまいりました。本展では、加山
又造と横山操を「現代日本画」の旗手と捉え、本学日本画教育の中興の祖と
位置づけました。そして加山と横山から薫陶を受けた教え子たちが二人の理
念をどのように次世代に伝え、今現在まで受け継いでいるのかを、87名の作
家たちの作品を展観することで検証します。

2月24日［水］～3月29日［月］
第87回展 
「ここではないどこか」

アキバタマビ21
タマビが運営する新しい創造の場　3331 Arts Chiyoda内にあるアキバタマビ21は、若い
アーティストたちが展覧会を行うスペースです。卒業後のキャリア形成支援を目的としており、
企画から広報物・アーカイブ作成まで自ら手掛ける企画展を、年間約8回開催しています。
千代田区外神田6-11-14 3331 Arts Chiyoda 201・202│12：00～19：00（金・土は20：00まで）│火曜休場│入場無料

独特の世界観を構築するアニメーショ
ン作家5名による展覧会。ひとつの
キーワードをもとに生み出された作品
世界への旅に、観るものを連れ出す。
出品作家＝池田真友、キヤ、
しばたたかひろ、りょこ、若林萌

2月3日［水］～5月10日［月］　国立新美術館
グラフィックデザイン｜佐藤可士和 客員教授
佐藤可士和展

あらゆるところに同時にいる
アフォーダンスの幾何学
佐々木正人 著（統合デザイン｜客員教授）
学芸みらい社｜2020年3月24日刊｜
2,500円+税

自伝／アピオーンへの反論
秦剛平 訳（名誉教授）
青土社｜2020年5月26日刊｜
4,600円+税

川端実―満ちゆく絵画
大島徹也 共著（芸術｜准教授）
大塚美術｜2020年10月19日刊｜
5,000円＋税

美術の経済 
“名画”を生み出すお金の話
小川敦生 著（芸術｜教授）
インプレス｜2020年10月22日刊｜
1,680円+税

デザイニング・プログラム
永原康史 監訳（情報デザイン｜教授）
ビー・エヌ・エヌ新社｜
2020年10月20日刊｜
3,500円+税

ジョナス・メカス論集 
映像詩人の全貌
吉田悠樹彦 共編著（共通教育｜非常勤講師）
金子遊 共編著（芸術｜准教授）
neoneo編集室｜2020年11月5日刊｜
2,000円+税

マイブック―2021年の記録―
大貫卓也 企画・デザイン
（グラフィックデザイン｜教授）
新潮社｜2020年10月1日刊｜
400円+税

アートテーク
八王子キャンパスの中心に位置する、知と創造の多面的複合施設   アートテーク（Art-Theque）
は2015年、旧図書館跡地に建設された施設です。ギャラリー、自由デッサン室（石膏室）、
大学院博士後期課程アトリエ、アートアーカイヴセンター、収蔵庫などで構成されています。
八王子キャンパス内 | ギャラリー開場時間10：00～17：00（展覧会による） | 日曜・授業日以外の祝日休館 | 入場無料

以下は、ギャラリーで開催予定の展覧会です。

6月3日［木］～12日［土］
木下勝弘 
退職記念展
グラフィックデザイン・
木下勝弘教授の
退職記念展

木下勝弘　ポスター『ASIA』

入館無料

入場無料
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